マニュアルのほいかた 


^まむしてお使いいただくために- V 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前 I こ必ずお読みください。 

^ _ 


r 取巧説明書 


•パソコンの準備 
• 各部の名前 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 
• 電源の入れかた 
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_ J 


戸オンラインマニュアル（本書）- V 
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•パソコンの基本操作 
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「はじめに- ■■ UU - ス情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊子『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負 
ラことび想定されること"を示します。 

/ j \ ミ主意 

"取り扱いを誤った場合、使巧者び傷書（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること" 
を术します。 


データの消失や、故障、性能ほ下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して巧っておいてほしい内容を示し 

ぶ 9 〇 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

續 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


参照先を示します。 

•本書内への参照の場合'''「」 

•ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合'''『』 


*1 重傷とは、失日月やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよびミ台療に 
入院-長期の通院を要するわのをさします。 

*2 傷害とは、ミ台療に入院•長期の通院を要さない、けび、やけど（高温■ほ温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺットなどにかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 

本書では、巧のように定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 

Windows または Windows 8 

特に説明びない場合は 、 Windows 8 Pro を示します。 

SSD 

本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブび搭載されて 
います 。 SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気ディ 
スクの代わりに、 NAND フラッシュメモ U を使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

なお、本書において「八ードディスク」または「八ードディスクドライブ」と記載されている 
場合は、 SSD を示します（「外付け八ードディスクドライブ」は除く）。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

Bluetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シリーズのみ」な 
どのよラにま記します。 

• インターネット接続については、ブ□ー ドバンド接続を前提に説明しています。 

•アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインストールまたは本体の SSD や付属の CD / 
DVD か日インストールしたノ（ージヨンを使用することを前提に説明しています。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 

•本書では、コント□ールパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法び「大きいアイコン」または「ルさいアイコン」に 
なっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてか日操作説明を確認してください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合びありますび、読み替えてご使巧ください。 
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画 ■Trademarks 

• Microsoft 、 Windows 及び Windows □ゴは、マイク□ソフト企業グループの商標です。 
その他記載されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ 夕!） 

• SDHC □ゴは商標です。(證) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ 夕さ'’） 

• HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interfa 巳 e および HDMI □ゴは 、 HDMI 
Licensing LLC の登録商標または商標です。 

• McAfee 、 マカフイーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の米国またはその他 
の国における登録商標または商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターおよびウイルスバスタークラウドは、トレンドマイク □ 
株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

•日 luetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 

コプロセッサ （CPU) に関するごを意^^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は;欠のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずノ（ッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運巧に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ I 」ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目をとして、標高].000メートル （3.280 フィート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減日すための通常の保護機能です。 
なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保をしてください。また、プ□セツサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨 
する巧態にて本製品をご使用ください。 
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本製品には己 4 ビツトプ□セツサび搭載されております。己4ビツト版 0 S でご使用の場合は、 
32ビット版のデバイスドライバーやアプ U ケーシヨンび正しく動作しなし觸合びあります。 


■ a 着作権について 


音楽、映像、コンピューター.プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ち 
および著作権者の権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵喜」「著作者人格権侵喜」として損書賠償の請巧や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
むびけてください。 


MM ' j リース情綱こついて 

n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項などび記述されています。 
必ずお読みください。巧の操作を行ラと表示されます。 

①スタート画面のタイルのない部分で、ちク U ツクする 


② [すべてのアプ U ] をク U ックする 

③ [はじめに]の [网 UU - ス情制をク U ックする 


mm お願い 

• 本体の SSD にインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ルしたシ 
ステム （0 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証はでさません。 

• Windows 標準のシステムツールじ(外の方法で、パーティションを変更.削除.追加しない 
でください。ソフトウエアの領域を壊すおそれびあります。 

• 本体の SSD にインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ルしたシ 
ステし ( OS )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定め日れた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ日れています。取り扱いにはを意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する L ソ外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、 SSD は永义に使巧できなくなり、交 
換対応となります。この場合ち有料です。またどち日の場合ち、身分証明書（お客様自身を 
確認でさる物）の提示び必要となります。 
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• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ I 」ティ保護を保証するちのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損喜に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどか日コンピューターを保護するためにも、常に 
最新の状態で使用する必要びあります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますび、90日間の使用制 
限びあります。90曰を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用 
でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規ヴー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 
• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関するま意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンスを項およびエンドユーヴー使巧許諾契 
約書をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使巧することはできません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、 L ソ降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カノ （ U —を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

詳細について「付録0お客様登録の手続き」 

E ■[ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをミ主意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してか日、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 



Kd 操作の読み替えについて 


本書では、代表的な操作例として、タッチパッドやマウスを使った操作（「ク U ック」/「ダブ 
ルクリック」など）手順を記載していますび、画面にタッチして操作することちできます。 
タッチ操作を行ラ場合は、タッチパッドやマウスの操作の部分を、なのよラに読み替えてくだ 
さい。 


• ク I J ック 
• ダブルク I 」ック 
• ちク U ック 


タップ 

ダブルタップ 
長巧し（□ングタップ） 

アイコンなどの上に指を数秒置いて、はなします。 


※一部例外びあります。タッチ操作の詳細は、市販の説明書をご覧ください。 
操作の詳細について「2章0タッチバッド/タッチ操作」 
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ED 映像/音楽関連の機能を使用するにあたって 


□ 映像を巧うアプリケーシヨンについて 

映像を扱ラアプ U ケーシヨンの使用中に、ス U —プ/休止状態への移行を行わないよラにして 
ください。 

エラーメッセージび表示されたり、アプリケーシヨンび終了したりする場合びあります。 

その場合は、使用したいアプ U ケーシヨンを再度起動してください。 

1〇 H.264/AVC. VC-land MPEG-4 ライセンスにごいて 

本製品は、 AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ 
び非商業利用目的に限り、お客様び1；(下のいずれか、または両方の使用を行ラことび許諾され 
ています。の AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 標準規格に従いビデオをエンコードするこ 
と似下 「 AVC ビデオ」、 rVC -] ビデオ」、 「 MPEG -4 ビデオ」という）、川）個人的、非商業 
的行為においてお客様によりエンコードされた、または/および AVC ビデオ、 VC -] ビデオ、 
MPEG -4 ビデオを提供するために MPEG LA からライセンスを受けたビデオ提供ちから取得 
した、 AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 MPEG -4 ビデオをデコードすること。ほかの使用について 
はライセンスを許諾されていません。上記(外の販売、社内利用および商業的利用など利用/ 
許諾に関する情報につい " C は 、 MPEG LA の HP ( http :// www . mpe 旨 la . com ) より入手いた 
だけます。 


• H.264/AVC, VC-1 and MPEG-4 License Notice 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC , THE VC -1 AND MPEG -4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 
OF A CONSUMER FOR の ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 
STANDARDS (" VIDEO ") AND/OR ( ii)DECODING AVC , VC -1 AND MPEG -4 VIDEO 
THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON ¬ 
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 
LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO . NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE . ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING 
THAT RELATING TO PROMOTIONAL , INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 
LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA . LL . C . SEE http :// www . mpegla.com 
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■ 巧いはじめる巧に 

前のパソコンで使っていたデータを移行ずる便利なソフト 「 PC 引越ナ 
ビ」について説明します。 


1前のパソコンのデータを移行する 

- PC 引越ナビー . 14 

2リカバリーメディアを作る . 20 








M のパソコンのデータ巧な巧ずる 

-PC 引越ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備が必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることがでさるアプリケーションです。 

ここでは、移行したい設定やデータが保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「新しいパソコン」として説明します。 


擇境を確認ずる 


■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに对応しています。 

• Windows XP 

• Windows Vista 

• Windows 7 

• Windows 8 

* マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。また、 [Internet Explorer」 
のバージョンが「目 SP1J 1；(上であることを確認してください。それ！;(下のバージョンの場合は、「6 SP1J 
を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP............. Windows XP operating system 日本語版の全エディション 

Windows Vista......... Windows Vista の全エディション 

Windows 7 .. Windows 7の全エディション 

Windows 8 ................ Windows 8の全エディション 




前のパソコンの動作環境について 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n - n 「 PC 引越ナロについて」 
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使いはじめる前に 





















D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


■移行の方法を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

• US 日フラッシュメモ U を使用する 

• USB フラッシュメモ U とネットワーク（有線 LAN ) を使用する 

• USB フラッシュメモ U とク□スケーブル（有線 LAN ) を使用する* 1 

• US 日フラッシュメモ U と DVD 、 または US 日フラッシュメモ U とブルーレイディスクを使 
用する 

* 1 r 前のバソコン」と「新しいバソコン」びまち製の Gi 有3肌 Ethernet (1000巨 ASE-T) 搭載モデルの場合、 
ク□スケーブルの代わりに LAN ケーブルち使用でをます。 

LAN ケーブルは、エン八ンストカテゴ U 已 （CAT 已巴）じ(上のケーブルを使用してください。 

*2 外付けの書さ込み巧能な DVD/ ブルーレイディスクドライブ（市販品）を接続して、 DVD を使用でさます。 
ただし、すべてのが付け DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作*認は行っておりません。したびっ 
て、すべての外付け DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作は保証できません。 

前のパソコンと、新しいパソコンの仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかから、移行 
する設定-データの容量に適した方法を選んでください。 

前のパソコンでどの方法び使用できるかを確認し、 USB フラッシュメモ U やネットワーク用の 
ケーブル、 DVD などび必要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要な USB フ 
ラッシュメモ1」は、あらかじめフォーマットしてください。 

• US 日フラッシュメモ U のみで移行する場合は、已] 2 MB じ(上の容量び必要です。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 US 日フラッシュメモ U の容量びルさいと、数回に 
分けてデータをコピーすることになりますので、大容量の USB フラッシュメモ U を移行用 
に使用することをおすすめします。 

• US 日フラッシュメモ U の代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用できるメディアカードについては、「2章 EJ SD メモ U カードを使ラ」で確認 
してください。 
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D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


I 巧行で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーヴーの設定とデータを移行できます。 

• Internet Explorer の設定* i 

• Windows Live メール （Windows メール または Windows 8の メール 機能 、 Outlook 
Express ) の設定*^ホ 4 

• Microsoft Outlook の設定* 3 * 4 

♦[ドキュメント](または[マイドキュメント])フオルダーに f 呆巧されているファイル 
•デスクトップ上のファイル 
• 任意のフオルダーに含まれるファイル 

• 1 Microsoft Internet Explorer 6 SPl 攻上 

*2 移行できるデータは 、 「Micrasoft Outlook Express (バージョンが日.0 SP 1 政上 )」、 「Windows ル」、 

[Windows Live ル」のデータです。 

• 3移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook 2000] 政降のデータです。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ、 「 Micros が t Outlook 」 が付属およびインス!ルされています。 
前のパソ]ンに保をされている 「 Microsoft 日山 look 」 のデータを日 ffice が搭載されていないモデルに移 
行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の 「Microsoft Outlook 」 を新しいパソコンにイ 
ンス I -ールする必要があります。 

移行するためには、 「 Micros 加： Outlook 20日3」仪降の 「Microsoft Outlook 」 をインストールしてく 
ださい。 

*4 新しいパソコンにールソフトがインス!-ールされていない場合でを、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデー 
夕を保存します。 

[Windows Live ル」および 「 Microsoft 日山 look 」 は起動したときに、保存したデータのインポート（取 
り込み）を行います。 

ールソフトによっては、違ラソフトのデータを変換して取り込むことがでさます。 

詳しくは、 X —ルソフトのヘルプを確認してください。 

庐！ メモ 

•移行でをる設定やデータの詳細は、 「 PC 引越ナビ」のヘルプで ffi 認してください。 
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D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


n インストール方法 

rp 巳引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!-ールされていません。 

巧の手順でインス I ールしてください。 

Q スタート画面のタイルのない部分で、ちクリックする 

Q [すべてのアプリ]をクリックする 

g [回 アプリケーンョンの再インスト-ル]をクリックする 
[セットアップ画面へ]をクリックする 
巧 [アプリケーション]タブをクリックする 

B 画面左側の [PC 引越ナビ]をクリックし、 UPC 引越ナビ」のセットアッ 
プ]をクリックする 

f 画面の指示に従ってインス I — ルずる 

rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」といラメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 


H 起動方法 
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スタート画面のタイルのない部分で、ちクリックずる 


[すべてのアプリ]をクリックする 

[ GJPC 引越ナビ]をクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

画面下の •• Ss ルな> ボタンをクリックし、注意制限事項を確認する 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓 I 越ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

目なで[を意制限事項とメッセージ]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

[同意する]をチェックし、[巧へ]ボタンをクリックする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 弓陋ナビ」を使巧することはできません。 

ミ主意事項び表示されます。内容を確認し、[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

引き続き、説明画面び表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 
















D 前のパソコンのデータを移行する - PC 引越 ナビ- 


E 9 操作の流れ 



設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定•データや使用する移行 
方法などで操作の詳細は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

新しいパソコンと前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいで 
し cl ： ラ。 


使 

い 

は 

じ 

め 

る 

前 

に 


移行方法をミ夫める 

いくつかある移行方法のなかか日、前 
のパソコンと新しいパソコンの仕様や、 
移行するデータの容量を元に移行方法 
を選択します。 



USB メモ U 



ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケーブル（有線 LAI \ l)*i 
DVD またはブルーレイディスク 


r こん包プ□グラム」をコピーする 



r こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つに 
まとめるプ□グラムです。 

US 日フラッシュメモ I 」にコピーしてください。 




r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を前のパソコ 
ンで実行し、移行する複数のデータを]つの 
ファイル（「こん包ファイル」）にまとめます。 




r こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。 
移行するデータの容量によっては、「こん包ファ 
イル」は複数作成されます。すべての「こん包 
ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 




USB メモ U 


北-^^ 


ネットワーク（有線 LAN ) 

ク□スケースレ（有線 LAN)*i 
DVD またはでレーレイディスク 
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前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を新しいパソコンで 
開さ、コピーします。 


新しいパソコン 

i 



USB メモ U 



* 1 r 前のパソコン」と「新しいバソコン」びまミ裳の Gi 呂 abit Ethernet ( lOOOBASE - T ) 搭載モデルの場合、 
ク□スケープルの代わりに LAN ケーブルち使用でをます。 

LAN ケーブルは、エン八ンストカテゴ U 已 （ CAT 已 e ) じ(上のケーブルを使用してください。 
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使いはじめる前に 





















リカパリータディアを巧る 


パソコンにトラブルび発生したとさに、パソコンを購入時の状態け刃期状態）に戻すことを n 」 
カバ I 」一」といいます。 

本製品には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元するための U カバ U —ツール 
び搭載されています。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 を使って、あ日かじめ、 U カバ U — ツールのバックアッ 
プをとっておくこと0」カバ U —メディアの作成）をおすすめします。 

作成した I 」カバ U — メディアは大切に保管してください。 

何日かのトラブルで SSD から U カバ U —できない場合でち、 U カバ U —メディアか日 U カバ 
I 」一をすることびでさるよラになります。 

U カバ U —メディアびない状態で、 SSD か日 U カバ U —び行えない場合は、修理び必要になる 
可能性びあります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

■リカバリーを行うと 

U カバ U - をすると、 SSD 内に保存されているデータ（文書ファイル、画像-映像ファイル、メー 
ルやアプ U ケーシヨンなど） はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows パスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態になります。 
詳しくは、『取扱説明書』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段から定期的に行っておくことをおすすめします。 
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使いはじめる前に 





O u カバリーメディアを作る 


リカバリーメディアを作成でをる記録メディア 


「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では、 ； 欠の記録メディアのいずれかを使用できます。 
何ちデータび書さ込まれていないちのを用意してください。 

• USB フラッシュメモ I 」 

•言己録用の DVD メディア *1( DVD - R 、 DVD-R DL 、 DVD - RVV 、 DVD 十 R 、 DVD 十 R DL 、 
DVD + RW ) 

* 1外付けの書さ込み可能な DVD / ブルーレイディスクドライブ(市販品）を接続ずると、 DVD を使用でさます。 
ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作*認は行っておりません。したびっ 
て、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作は保証できません。 

必要な記録メディアの枚数や容量は [TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面に表示され 
ま g 〇 

USB フラッシュメモ U の場合は、 U カバ I 」ーメディアの作成に最低限必要な容量び表示されます。 
表示される容量より大きい容量の US 日フラッシュメモ U を用意してください。 

DVD の場合は、必要な枚数び表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の記録メディア 
で統一してください。 




DVD について / DVD の使用推奨メーカー 


外付けの DVD/ ブルーレイディスクドライブ（市販品）を使用して作成ずる場合は、 roVD/ ブ 
ルーレイディスクドライブに付属の 説明書』 を確認してください。 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）で使用でさる DVD については 、 『DVD 
/ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』を確認してください。 
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使いはじめる前に 


















o リカバリーメディアを作る 


=|^^|リカバリーメディアの作成にあたって - 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD - RAM およびブルーレイディスクを使用でき 
ません。 

• ITOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 を使ってリカバリーメディアを作成するときは、ほか 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

USB フラッシュメモリまたは DVD に書さ込みを行うとさは、なのミ主意をよく読んでから使用して 

<ださい。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの振動や衝撃など 

の本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書き込みに失敗することびあ 

ります。 

• 書を込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、メディアに保存した内容の損害および内容の損失-消失により生じ 
る経済的損害といったが生的損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むとさには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録 
メディアを使用してください。また、巧奨するメーカーの記録メディアを使用してください。 

『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 

•パ’ッテ U —駆動で使用中に書を込みを行ラと、バッテ U —の消耗などによって書さ込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず電源コードと AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセン 
卜に接続して使用してください。 

•書を込みを行ラとさは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「已章0省電力の設定をする」 

• 次におすような、ライティングソフトウェア！;!外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク IJ - ン セーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高ま化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽や映像の再生アプリケーション 
■ LAN などの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

•タッチバッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り替える、画面の解像度や色数の変 
更など、 J くソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよ5」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


U カバ U —メディアを作成するには、じ(降の説明を参照してください。 

















O u カバ u —メディアを作る 


■■インスト-ル方法 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 は、購入時の状態ではインス! -- ルされていません。 
巧の手順でインス I ールしてください。 

Q スタート画面のタイルのない部分で、ちクリックする 

^ [すべてのアプリ]をクリックする 

g [回 アプリケーンョンの再インスト-ル]をクリックする 

[セットアップ画面へ]をクリックする 

巧 [ユーティリティ]タブをクリックする 

画面左側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] をクリックし、 
[「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 のセットアップ]をクリッ 
クする 

画面の指示に従ってインス I ルする 

rxxxx (ファイル名）を実行または保をしますか？」といラメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 
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o リカバリーメディアを作る 


リカバリーメディアを作がする 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）で DVD の U カバ U - メディアを作成 
する場合は、あ日かじめ DVD / ブルーレイディスクドライブをパソコン本体に接続しておいて 
ください。 

接続方法 『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 


v 

1 

1 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （^) をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[サポート&リカバリー]一[リカバリーメディア作成ツール 13] を 
クリックする 

「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 が起動します。 

[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な USB フラッシュメモ U の容量や DVD の枚数び表示されるので、 
用意してください。 



タイトル 

チェックボックスにチェックびつ 
いている（图） U カバ I 」ーメディ 
アを作成します。 

田をク U ックすると作成するリカ 
パ' I 」ーメディアの一覧び表示され 
よ9 〇 

作成する必要のない U カバ U —メ 
ディアは、チェックをはずしてく 
ださい。 

メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選 
択します。 


USB フラッシュメモ U の場合、画面に表示され 
る容量び必要になります。 

DVD の場合、画面に表示される枚数分び必要に 
なります。 
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O u カバ u —メディアを作る 


日 


[作成]ボタンをクリックする 

作成する U カバ U —メディアの確認と記録メディアのセットを巧める画面び表示され 
よ9 〇 

US 己フラッシュメモリまたは DVD をセットする 

USB フラッシュメモ U 「4章己 USB 対応機器を使う」 

DVD のセット 『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 

[0 K ] ボタンをクリックする 

作成び開な台され、[現在のメディア]に、作成している U カバ U —メディアの進お状 
況び表示されます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

DVD の場合、作成び終了すると、記録メディアび自動的に出てきます。 

作成するメディアび複数枚ある場合は、メッセージに従つて記録メディアを入れ替え 
てください。 

メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

作成した U カバ U —メディアには、巧のことびわかるよラに目印をつけてください。 

• 「 I 」カバ U - メディアであること」 

•複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、 「 U カバ U - メディア XX (番号)」といラよラに、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U —をするとさ、この番号の 
順に U カバ U —メディアを使用しないと、正しく U カバ U —されません。必ず U カバ 
U —メディア番号びわかるよラにして保管してください。 

[閉じる]ボタン （〇) をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面び閉じ、 U カバ U - メディアの作成を 
終了します。 


U カバ U —メディアか日 U カバ U —をする操作手順については、『取扱説明書』を参照してくだ 
さい。 

noSHIBA Recovery Media Creator ] の詳細は、ヘルプを参照してください。 


ヘルプの起動方法 


「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 を起動後、[ヘルプ]ボタ 
ロンをクリックする 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録 □ お問い合わせ先』 
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■ パソコンの昼本操作を覚えよう 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 28 

2使い終わった！5 . 30 

3タッチパッド/タッチ操作 . 40 

4キーボード . 48 

已画面を調整する ーディスプレイー . 已2 

巨サウンド . 已已 

7 Web カメラを使う . 已9 

8 SSD . 62 

9 メディアカードを使う 

-ブリッジメディアス□ッ I . 63 














電源を入れるとを 


ツセージび表示された場合 


電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、次の内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザーパスワードを設定している場合 

電源を入れるとなのメッセージび表示されます。 


Password = 


設定したユーヴーパスワードを入力し、 1円 キーを巧してください。 
バスワードについて「6章 0 バスワードセキュ U テイ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れるとなのメッセージび表示されます。 


HDD/SSD Password = 


設定した HDD パスワードを入力し、臣/\/巧/?|キーを巧してください。 


幻メモ _ 

•パスワードの入力5スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 

パスワードを入力せずに約]分経過した場合を、自動的に電源び切れます。 

パスワード入力画面で自動的に電源び切れると、 USB、 ス U —プ解除タイマーからの許可による 
Wake-up びできません。 

その場合は電源を入れ直してください。 

• ユーヴーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴーパスワードー HDD パ 
スワードの順に認証びホめられまず。ただし、ユーヴーノ（スワードと HDD パスワードび同一の文字列 
の場合は、ユーヴーパスワードの認証終了を、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

バスワードについて「6章 n バスワードセキュ U テイ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『取扱説明書』の 「Q&A 集」をご覧ください。 
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D 電源を入れるとき 


2 


起動するドライブを巧ちする場合 


ご購入時の設定では、本体の SSD か日システムを起動します。起動するドライブを変更した 
い場合、巧の方法で変更でさます。 


n -時的に変ちずる 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

電源を入れたとさに表示されるメニューか5、起動するドライブを選択でさます。 

次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使巧してください。 

n データを保巧し、 向^ キーを巧しなびら[シャットダウン]をクリッ 
" クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


電源スイッチを押し、ずぐに臣回キーを数回押ず 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して臣万巧のキーを巧してください。 


起動したいドライブを m または [ D キーで選択し、 If / vrwl キーを押す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 




「►HDD Recovery 」 は還択しないでください。 U カバ U - を実行ずると、 SS □内に保存され 
ているデータはすべて消まされます。 

間違えて還択してしまつた場合、メッセージび表示されますので面]キーを押してしてください。 
電源び切れるので、手順0からやり直してください。 

リカバリー （ SS □からパソコンを初期状態に戻す）については、『取扱説明書』をお認してくだ 
さい。 


■あらかじめ設定しておく 

「東芝システムセッティング」の[起動オプション]で起動ドライブの優先順位を変更できます。 
設定の変更「6章 D ま芝システムセッティング J 


29 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 




































2 I ほいおわつた 5 


パソコンを使い終わったときは、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。 
電源の切りかた『取扱説明書』 

パソコンの使用を一時的に中断したいとさは、ス U —プまたは休止状態にすると、パソコンの 
使用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧すなど）と、パソコンの使用を中断したとさの状態び再現 
ノ く されます。 

ソ 
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A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。网+岡キー 
を巧して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プやイ木止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でち、パソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウェアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technolo 旨 y で休止状態になっている場合びありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャツトダウンして） 
ください。 
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0 使い終わったら 


操作にあたって - 

中断ずる前に 

• ス U —プまたは体止状態を実行する前にデータを保存することを巧奨します。 

• ス U- プまたはイ木止状態を実行するときは、記録メディアへの書き込みび完全に終了しているこ 
とをお認してください。 

書き込み途中のデータびある状態でス1」ープまたは化止状態を実行すると、データの書き込みび 
正しく行われません。 

• ス U- プまたはイ木止状態を実行するときは、 SD メモ U 力ードや USB 接続型の外付け八ードディ 
スクドライブなどとのデータの読み出し、保存（書き込み）び完全に終了していることをお認し 
て < ださい。 

データのアクセス途中でスリープを実行すると、データの読み出し、保存び正しく行われません。 

中断したとさは 

• ス1」ープ中にバッテリー残量び減少した場合は、次回起動時にシステムび起動しないことびあり 
ます。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已砂間押していったん電源を切ったあとで、再度 
電源を入れてください。この場合、スリープ前の状態はな持でさていません （Windows エラー 
回復処理で起動します)。 

• スリープまたはイ木止状態を利用しないときは、データをイ呆存し、アプ U ケーシヨンをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。イ呆存されていないデータは消失します。 

ハイブリッドスリープのとをは 

•ハイブリッドス U —プを有効にしているとさ、ス U —プを実行するとすぐに画面は真っ暗になり 
ますび、しばらくの間は SSD へのデータイ呆存び行われています。 SSD へのアクセス中は、パソ 
コン 本体を動かさないでください。 


S ヴつ>©基本操作養えよラ 
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の 


ス u — プ 


パソコンの使巧を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましよラ。次に電源スイッチ 
を巧したとさに、すばやく中断したとさの状態を再現することびでさます。 

ス U —プ中はバッテ U —を消耗しますので、電源コードと AC アダプターを取り付けて使用す 
ることを推奨します。作業を中断している間にバッテ U —の残量び少なくなったとさは、通常 
のス U —プでは保存されていないデータは消失します。 

八イプリッドス U- プ「本項 B ス U- プ機能を強化する」 

なお数曰 L ソ上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合は、ス 
U —プではなく、必ず電源を切ってください。 


スリープの実巧方法 

Q ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 

チャームが表示されます。 

チャームの操作方法『取扱説明書』 


0隱定]をクリックする 

画面ち側に[設定]画面び表示されます。 


口 [電源]をクリックし①、表示されたメニューか5 [スリープ]をクリ 
クする⑨ 


ジ 



读示例） 


ス U —プ状態か日復帰させるとさは、電源スイツチを巧してください。 

綺メモ 

• 田の +r^ キーを押して、ス U- プを実行することをでさます。 
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0 使い終わったら 


〇ス IJ ー プ機能を巧化する 


通常のス U - プのほかに「八イブ U ッドス U - プ」という機能び用意されています。 

パソコンの使巧を中断したとさ、それまでの作業をメモ U に保をするス U —プに対して、八イ 
ブ U ッドス U —プはメモ U と SSD の両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U - の残量びかなくなった場合などは、通常のス U - プでは保 
をされていないデータは消失します。八イブ U ッドス U —プを有効にしておくと、 SSD から 
作業内容を復元でさます。ハイブリッドス U —プを有効にしている状態でス U —プを実行する 
と、八イブ U ッドス U —プとして機能します。この場合は、ス U —プを実行してか日スリーフ 
巧態になるまでの時間び長くなります。 

またス I 」ープを実行してから一定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにち設 
定でさます。 

休止状態に移行する設定について「本項-「役立つ操作集」」 

ハイブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

W デスクトジプ圆び就されます。 

f [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （回） をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

Q [コント□ールパネル]をクリックする 

Q [巧 i 八ードウエアとサウンド]一[ぶ電源オプション]をクリックし、 
w 選択している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックする 

I [プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されています。還択している電 
I 源プランの[プラン設定の変更]をク U ックしてください。 

I ハイブリッドス U —プの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されます。 

[詳細な電源設定の変更]をクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 
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[スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か5 [八イブリッ 
ドスリープを許可する]をダブルクリックする⑨ 


夕 


頁がシヨシ 


幽就 


リスのイスずる更孩方ンをま択してかんおなしゆ〕シピユータ ー 


皆 で最原を管理ずる方巧を度巧してくたちい。 
• 現なが用できない設をを 


バランス[ア巧イス 


困 A - ドティスウ 
田 Internet Explorer 
旧デスウ hy 前觸獻就 
向つィゎレ スアタプターの設を 

E [ス りーフ I- 

15 > P / n ^« l + ttS ^ aA7H —" fT ?, 

田 【 ' 


八イブがスリ—プを許巧ずる 


田化が时面リ 'jajsisi 个止が J ® 心ずる 

田 スり-で e 除タイ 7 -の許可 

I IJSRiQ^ 


KS ®?5>® S 75( E ) ] 



0K 

キで Mr ル 


-① 

-② 


读示例） 


八イブリッドスリープを ON にしたい項目（[パ’ッテリ駆動]/廣源 
に接続])をクリックする 

それぞれの項目は、巧のよラになります。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U - 駆動時の、八イブ U ッドス U - プ機能の ON / OFF を 
設定でさます。 

[電源に接続]:電源に接続しているとさの、ハイブリッドス U —プ機能の ON / 
OFF を設定でさます。 
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0 使い終わったら 


項目の横に表示された 3 をクリックし①、表示されたメニューか5 [才 
ン]をクリックする② 


み 


討プシヨシ 


闘蔚 


カスタマイズする電孩六ンを逞択してかんお巧しの〕ンピューター 


夕 で最原を管理ずる方巧を度巧してくたちい， 
• 現なが用できない設をを 


バランス[ア巧 V で 


困 A— ドティスウ 
田 Internet Explorer 
旧デスウトッ刃！觸見 J 慰を 
因： K トレスアタプターの設定 
曰ストプ 

田巧の時間が疫画をスリーブずる 
曰 パイブ |> ッドスリ - 巧許可する - 

I ォフ f 


驟こ接 括 :^ jg 
1りマン 


% 


既をの:巧>0おがの ] 


0K 


キでン它ル 


-① 

-② 


读示例） 


[0K] ボタンをクリックずる 

これで八イブ U ッドス U —プを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U - プを実行すると、八イブリツドス U - プとして機能します。 


VO ! t お立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にする 

ス U —プを実行してから一を時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラ設定でさます。 

[詳細設定]画面で[なの時間び経過を休止が態にずる]をダブルク U ックし、表おされた項目を選択 
して ▲ ▼で時間を設定してください。 

ス U - プを実行してから設定した時間び経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『 Windows ヘルプとサボート』 


35 


ヴつ>8本操作養えよラ 












































0 使い終わったら 


因 


休止が態 


パソコンの使用を中断したとさの状態を SSD に保存します。なに電源を入れると、状態を再 
現でさます。なお数日(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されてい 
る場合は、休止状態ではなく、必ず電源を切ってください。 


n 休止が態の実巧方法 

U 画+回キ-を押す 


休止状態から復帰させるときは、電源スイツチを巧してください。 


团 


スリープか6—定時間をに化止が態にする 


本製品には、ス U — プか日一定時間後に休止状態に変わる、 Intel ® Rapid Start Technology 
び搭載されています。 

Intel ® Rapid Start Technolo 吕 y の搭載により、ス U - プ巧態よりもバツテ U - 保持時間を延 
ばします。 

Intel ® Rapid Start Technolo 吕 y は、購入時の状態では有効に設定されており、ス U - プを実 
行後、2時間で休止状態に変わる設定になっています。 

無効に設定する場合や、ス U —プか日休止状態に変わるまでの時間を変更する場合は日 IOS セツ 
トアツプから設定してください。 



• Intel ® Rapid Start Technology でス U — プから休止状態に移行すると、 USB 、 ス U - プ解除 
タイマーからの許可による Wake - up びできません。 

• Intel ® Rapid Start Technolo 邑 y をお効 （ Disabled ) にしても SSD 上にある Intel ® Rapid 
Start Technolo 目 y の領域は削除ずることはできません。 

• Intel ® Rapid Start Technolo 邑 y で、スリープからイ木止状態に移行した状態からの Windows の 
復帰時間は、 Windows のメモ U の使用容量によつて変わります。 

• ス U —プを実行する前にデータを保存することを巧奨します。 

• Intel ® Rapid Start Technology でス U — プから休止状態に移行した状態で放置し、バッテ U - 
残量びな<なると、作成中のデータでイ呆存されていないちのび消失し、 Windows は正常に復帰 
でをな< な0ます。 
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0 使い終わったら 


mm r お効 j に設定ずる方法 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

巧の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 


n データを 保巧し、 向 y/F の キーを 巧しなびら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


口 電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 



各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店をををキーを巧してください。 

0巨] キーを押して、 「 Advanced 」 メニューを表示する 

圧]のキーを押して力ーソルを nntel ( R ) Rapid Start TechnologyJ 
に合わせ、 |fA/7~f/?| キーを巧す 

表示されたメニューで、圧]圧]キーを押して力ーソルを 「 Disabled 」 
に合わせ、恒而雨]キーを押す 


( M ) キーを 押す 

確認のメッセージび表示されます。 

因キーを 巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セツトアップび終了します。 
パソコンび再起動します。 



ソ 
□ 
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の 
基 
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0 使い終わったら 


B ス iJ — プか6休止が態に巧わるまでの時間をを更する方法 H 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか5実行してください。 

巧の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 



データを保巧し、 r 州/ f7~i キーを 押しなびら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店をををキーを巧してください。 

0 巨] キーを押して、 「 Advanced 」 メニューを表示する 

圧]のキーを押して力ーソルを nntel ( R ) Rapid Start TechnologyJ 
に合わせ、キーを巧す 

表示されたメニューで、圧]田キーを押して力ーソルを 「 Enabled 」 に 
合わせ、 If / VKRi キーを押す 

圧]のキーを押して力ーソルを 「Rapid Start Entry after 」 に合わせ、 
|fA/7~fR| キーを押す 

表示されたメニューで、ののキーを押して力ーソルを変更したい時間 
に合わせ、 If / VTTRl キーを押す 

「 Immediately 」 を選択した場合は、ス U - プに入るとすぐに休止状態になります。 

因固キーを押す 

確認のメッセージび表示されます。 

因 キーを 巧す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 

パソコンび再起動します。 




























0 使い終わったら 


因 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


チャームか日操作しないで、パソコン本体の電源スイッチを巧したとさに、電源を切る（電源 
OFF )、 またはス U - プ/休止状態にすることびでさます。 


パソコン本化の電源スイッチを巧したとまの動作の設定 M 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （图） をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[巧4八ードウエアとサウンド]をクリックする 

[ぶ電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

[電源ボタンを巧したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテ U 駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、手順0で設定した状態へ移行します。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 













タッチパッド/タッチ操伟 


ツチパツドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイに1^び表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
び日パソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ち 
ボタンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみましよ 
ラ。ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 
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パソミ Q 基本操作養えよラ 











































o タッチパッド/タツチ操作 


■■タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、巧のよラな基本的な操作びでさます。 


□ クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク U ックびできます。 


□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたき、2回目は 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



画面を回拓ずる 

タッチパッドを3本指で]回タッチすると、画面び18ぴ回転します。 

パソコン本体をフラットモードで使用していて、対面する相手に画面を見せたい場合に利用す 
ると便利です。 

フラットモードについて『取扱説明書1章0 - 眶■モードの種類』 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 












































































o タッチパッド/タツチ操作 


2 


ツチパツドのほ用援境を設定する 


タッチパッドやポインターの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


V 

I 

百 


[マウスのプ□パテイ]の起動方ま 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 


[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （®) をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[巧;八ードウエアとサウンド]一[々ろ I マウス]をクリックずる 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 


マウスの7□パテイ 


ポタン序インター_ポイシターオカ^ンぃ1イールロトドウエア a ) デバイ;^ 


テ • 瑚 : II 

(? ちきき用抵 


Syraptics ClickPad VX.l 


-を州 ly ク（运が迸巧とド5が） 


广左きき用止） 


-ちかタウ （] 巧♦スト C 1- と巧助 
卜 .5 が） 


「 r 7 * 動ウ < 3 [)g 2 (u) - 

ち «® フォ J 的をタカ1 ^ お々して、設定をテストしてリ巧い . フォ J パが毎いたり巧 
じだ ) しをし巧合は、を度を g くして備い • 


CJ 


巧を店)...」 


广クかウ□タウをオソ巧る任） 

7ウスががンがしたま巧なくても、挂資き示やドみク'ができ巧.項目をク妨ル、7ウスのポ 
タンをルレが占巧したままにして力ち S し巧•巧に.目的の位置まで7ウスを良画しミ巧巧一 
度ク>4々します. 


朗 W 


读示例） 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 








































o タッチパッド/タツチ操作 


タッチパッドの設定方法 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインターなどの各種設定びできます。 

タッチパッドの設定をするには、なのよラに操作してください。 

[マウスのプ□パティ]画面の[デバイス設定]タブで[設定]ボタン 
をクリックする 


(表示例） 


[デバイス設定]画面び表示されます。 


画面左側に表示されているメニューから、設定したい項目をクリックする 

画面ち側に、選択した項目の設定内容と、その説明び表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 


デバイス設走： Synaptics ClickPad Vx.x / PS/2 ポ-卜 


B 


|^^]6おめ化じよ壬ジ1ス？>' — 
0?击}白でめスウ□—ル 
图つ*みズ-ム 
己回 K 

团3ホ拍で巧す 
已3ホ巧で泣< 

已4本}自で由 K 

□ス9口-化 
ボイ:ィンヴ 
3m«r，Sense 
图 S ゥブ 
. 团。リ，巧 

I □ェウジスワイプを g 用才る 
-- «至 


、田 W I 


读示例） 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 











































o タッチパッド/タツチ操作 


没立っ操作集- 

タッチパッドを有効/無効にするには 

圧を)+店 i ] キーを押ずたびにタッチパッドの有効/無効を切り替えることびでさます。 

[ M ]+@ キーでタッチパッドの有効/無効を切り替える場合は、タッチパッドから指をはなしてか 
ら行ってください。 

店的+@キーでタッチバッドの操作を有効にした瞬間、カーソルの動をび数秒不安定になることび 
あります。そのような場合は、一度タッチバッドから指をはなしてください。しばらくすると、正常 
に操作でさるようになります。 



USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

USB 対応マウスを接続したとさに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるように設定するこ 
とびでをます。 

① スタート画面の[デスクトップ]画面をク U ックずる 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （国!） をダブルク U ックずる 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□-ルパネル]をク U ックする 

④ [巧 八ードウェアとサウンド] 一 [*4 マウス]をクリックする 

⑤ [デバイス設赶タブで [ US 目マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを無効にする。]をチェックする 

⑥ のロボタンをク U ックする 

巧の + r ^ キーを押して設定する「タッチパッド ON/OFF 機能」とは連動していません。 

市販の US 目対応マウスをお使し佩場合、マウスの種類によっては、本機能び動作しない場合びあります。 
V. J 
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^ メモ 



本製品のタッチパッドには、ジェスチャーコント□-ル機能びあります。 

指の動さを使って、タッチパッドで;欠の操作びでさます。 

-2本指での上下左ちへのスク□ール 
. 文字や画像をお大/縮ルする（つまみズーム） 

-画像を回転するなど 

詳しくは、手順0で設定したい項目を選択し、表示された説明を確認してください。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 













o タッチパッド/タツチ操作 


■タップ 

目的のアイコンやボタンなどを]回軽くタッチします。 

ボタンの操作、アプ U ケーシヨンの起動、文字の入力などび行えます。 



■長巧し（□ングタップ） 

アイコンなどの上に指を数秒置いて、はなします。 

触れているアイコンに巧して、メニューなどび表示されます。 



3 


画面にタッチして操作する 


本製品では、画面の表面を指でタッチすることによって、さまざまな操作を行うことびできます。 
ここでは、指を使つた基本的な操作を説明します。 


ぶ巧メモ 


アプリケーシヨンや機能によっては、画面をタッチして操作できない場合びあります。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 


































o タッチパッド/タツチ操作 


■ ドラッグ 

アイコンなどの上に指を置さ、移動したい場所まですべ日せます。 




■フリック/スライド 

画面に指を置さ、画面を軽くはらうように動かしたり（フ U ック）、なぞったり仅ライド）します。 
画面を左ちに切り替えたり、画面に表示しされない一覧をスク□ールする場合などに行います。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
















































o タッチパッド/タツチ操作 


拉メモ _ 

• 2回すばやくタップする操作を「ダブルタップ」と呼びます。 

ダブルタップを行っても、ブラウヴに表示している内容などを化大/縮ルできます。 


■ピンチアウト/ピンチイン 

画面に指を2本置き、指を開いたり閉じたりすることで、ブラウヴに表示している内容や、イメー 
ジデータの表示サイズを変更でさます。 

指を開< (ピンチアウトする）と拡大され、閉じる（ピンチインする）と f 宿ノ」\されます。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



































各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行できます。 


■ lh キーボードの文字キーの使いかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使い 
ます。キーボードの文字入力の状態によって、 
入力でさる文字や記号び変わります。 


■左上 一 

■中央左 
■左下 一 



■ち上 

■ 中央ち 
■ち下 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。 |5 H // T | キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でき 
まず。 

中央左 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びでさる状態で | SH // T | キーを巧しなび日巧すと、記号、ひらびなの促音 
(ルさい「つ」）、蝴音（ルさい「や、ゅ、よ」）などび入力できます。 

中巧ち 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 

左下 

ア□ーモードのとさに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

も下 

数字□ックモードのときに巧すと、テンキーとして使えます。 























□ キーボード 


キー 

内容 

画 + IKC 1 

<スピーカーの S ユート> 

キーを押したまま、 i £ SC | キーを巧ずたびに本体のスピーカーや 
へッドホンの音量のミュート（消音）の ON / OFF び切り替わります。 

\ FN \ + rSPACE 1 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

巧のキーを巧したまま、1 SPACE 1キーを巧すたびに本体液晶デイスプ 
レイの解像度び切り替わります。 

圃+回 

<キーボードノ（ックライトの点な 
の ON/OFF > 

圧因キーを押したまま、医]キーを巧すたびにキーボードバックライ 
卜の一定時間点な（タイマー）/常時点な（オン）/消な（オフ）び 
切り替わります。 

圃+团 

<インスタントセキユ U テイ機能> 

コンピューターを□ックします。 

解除するには、 ISW / Tl キーを押してください。 Windows パスワー 
ドを設定している場合は、パスワード入力欄に Windows パスワード 
を入力し、 [ f / VTTR 悼一を押してください。 

画+回 

<電源プランの切り替え> 

[ M ] キーを巧したまま、@キーを巧すたびに電源プランび切り替 
わります。 

画+回 

<ス|」ープ機能の実行> 

[ M ] キーを押したまま、@キーを押すと、スリープ機能び実行さ 
れます。 

圃+回 

<休止状態の実行> 

圧因キーを巧したまま、臣互キーを巧すと、休止状態になります。 

画+回 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「 4 章0■回 表示を切り替える」 

圃+固 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

[ M ] キーを押したまま、 [7 巧キーを押すたびに本体液晶デイスプレ 
イの輝度び下びります。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

店を]キーを押したまま、1771キーを押すたびに本体液晶デイスプレ 
イの輝度び上びります。 

画+画 

<無線通信機能の ON / OFF > 

[ M ] キーを押したまま、 [ M ] キーを押すたびに、無線通信機能の ON 
/ OFF び切り替わります。 

[機内モードオスにすると無線通信機能は ON になります。 

[機内モードオン]にすると無線通信機能は OFF になります。 

画+回 

くタッチパッド日 N / OFF > 

[ M ] キーを押したまま、キーを巧すたびにタッチパッドの有効 
/無効を切り替えます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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キー 

内容 

\ FN \ + [ f 10\ 

<オーバーレイ機能> 

と的キーを巧したまま、 | HOl キーを巧すと、ア□-モードになり 
ます。キー左下に灰色で印刷されているカーソル制御キー （ t 、 し 
卜、一、 HOME 、 PGUP など）として使えます。ア□-モードを 
解除するには、もラー度巧が+口すのキーを押しまず。 

\ fn \ + [ fii \ 

<オーバーレイ機能> 

と的キーを押したまま、 | H りキーを巧すと、数字□ックモードにな 
ります。キーち下にの色で印刷されているテンキー（1、2、3など） 
として使えます。数字□ックモードを解除するには、をラー度圧の 
+1 H りキーを押します。アプ U ケーシヨンによっては異なる場合び 
あります。 

画+ 17711 

<スク□-ル□ック状態> 

-部のアプ U ケーシヨンで、圧]圧]00キ-を画面スクロ-ル 
として使用でをます。□ック状態を解除するには、もぅ一度网+ 
| fU | キーを押しまず。 

画+田 

く PGUP (ぺージアップ)> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、キーを押したまま、已〕キーを 
巧すと、前のページに移動でをます。 

画+田 

く PGDN (ページダウン）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、圧のキーを押したまま、圧]キーを 
巧すと、次のページに移動でをます。 

画+日 

く HOME (ホーム）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、キーを巧したまま、0キーを 
巧すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

画+日 

く END (エンド）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、 [ M ] キーを巧したまま、0キーを 
押すと、カーソルび行またはで書の最後に移動します。 

画+の 

<縮ル> 

スタート画面/デスクトップ画面や一般的なアプ U ケーシヨンで、 
圧を]キーを押したまま、己]キーを巧ずと、画面やアイコンなどび縮 
ルされまず。 

画咽 

く拡大> 

スタート画面/デスクトップ画面や一般的なアプ U ケーシヨンで、 
キーを押したまま、医]キーを押ずと、画面やアイコンなどび化 
大されまず。 

画咽 

く 音量ル> 

[ M ] キーを押したまま、巨]キーを押すたびに音量びルさくなります。 

画+店] 

く 曰里人户 

キーを押したまま、居]キーを押すたびに音量び大きくなります。 


ド 


キ 
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□ キーボード 


I r まちフアンクシヨンキ ー j について _ 

圧因キーを使った特殊機能キーの一部では、キーを巧したときにメッセージを表示するかどう 
かを、 r 東芝フアンクシヨンキー」で設定することびできます。 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

f [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （!§) をダブルクリックす 
る 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

f [ユーテイ U テイ]一[フアンクシヨン キー!^] をクリックする 

r 東芝フアンクシヨンキー」び起動します。 

P 各項目を設定し、にのボタンをクリックする 


mm 特巧機能キー 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージヤー 
の起動 


[タスクマネージヤー]画面か表术されます。 
アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了を行 
います。 

[CTRL \+\ SHIFT \+\ ESC \ 


画面コピー 



1 PRTSC 1 

坑化を术甲の圆回化ソリツゾ71\— N ( —1じ一 

します。 

\ alt \+\ prtsc \ 

現在表中のアク了ィブな画面をク U ップ 
ボードにコピーします。 

间十| PRTSC 

現在表术中の画面を PNG ファイルとして保を 
しまず。 

PNG ファイルは、デスクトップ画面のタスク 
バーの[エクスプ□ーラー] 一 [ライブラリ] 

—[ピクチヤ]—[スク1」ーンシヨット]に保 
をされています。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 







































5 


面面を調舊ずる 

-ディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶デイスプレイを搭載しています。 
テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 
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画面の明るさを調壁する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。 

□輝度の調整方ミ去 

[ fn ] + : キーを巧したまま、 [7 りキーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 

下びります。 

[ W \ + [ F 7 ] : キーを巧したまま、臣司キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 

上びります。 


画面の向をを設定する 


画面表示の向きは、ノート PC モードでは固定、タブレットモードではディスプレイの向きに 
合わせて自動的に切り替わる設定になっています。 

『取扱説明書1章己バソコン本体のモードについて』 


タブレツトモードでち画面表示を固定にしたいなど、画面表示の向きの設定を変更したい場合 
は、なの操作を行ってください。 


n オリエン テーシヨ ン □ック ボタンを押す 



Li . ~ ^ ' - ' 


才 U エンラ 
□ックボう 

^ーシヨン 

7ン 



画面表示を固定に戻したい場合は、固定したい向さに画面を表示している状態で、ボ 
タンを巧してください。 
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0 画面を調整する -ディスプレィ- 


3 


着席/離席によつて画面を自動的に ON / OFF する 


「 TOSH 旧 A Active Display Off 」 は、パソコンの前に人びいるかどうかを本体の Web カメラ 
で検出して判断し、本体液晶ディスプレイの画面を自動的に ON / OFF する機能です。 

画面を OFF することにより、節電の効果びあります（モデルによっては、効果びかない場合び 
あります)。 

また、インターネットやメールなどを閲覧中に画面び自動的に消えることびあります。これは、 
一定時間マウスやキーボードなどの操作を行わなかったため、「電源オプション」の機能び働い 
たためですび、本機能を有効にしておくと、パソコンの前に人びいる間は画面び消えることび 
なくなります。 




「TOSH 旧 A Active Display Off」 を使用するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

r 付録 n - mm 「 tosh 旧 a Active Display Off 」 について」 


本機能は、購入時の状態では無効になっています。本機能を使用する場合は、 「 TOSH 旧 A 
Active Display Off 」 を起動して有効に設定してください。 

mm 起動してち効にする 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

W デスクトジプ圆び就されます。 

f [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （回） をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

I [ユーテイリテイ] 一 [Active Display Off 画] をクリックする 

初めて超動したとさは[使用上のミ主意]画面び表示されるので、[同意する]ボタン 
をク I 」ックしてください。 

[TOSHIBA Active Display ぴ f ] 画面び表示されます。 
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メモ 


購入時の設定では、タッチパッドを3本指でタッチずると、才 U エンテーション□ックボタンを押して 
画面表示を固定にしていてを画面び回転します。 

アプ U ケーションによっては、画面を縦にした状態では適切に動作しない場合びあります。その場合は、 
画面を横にしたが態で使用して < ださい。 

なの場合は、表示の向きを変更することはできません。 

-テレビ/外部ディスプレイを接続した場合 

-表示の向きの固定をサポートしていないアプリケーションの場合など 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 





























0 画面を調整する -ディスプレィ- 


認し①、 [0K] ボタンをクリツ 


① 


Web カメラの撮影範囲 

この範囲に人の顔を検出すると、 
本機能び動作します。 

Web カメラの位置 

「本章〇 Web カメラを使5」 

② 


:本機能を有効にすると、通知領域に [ TOSH 旧 A Active Display Off ] アイコン 
I ( B ) び常駐します。 

'* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、@をク U ックしてください。 


B 設定をお更する 

本機能を無効に切り替えたり、詳細設定を行ラ場合は、次の方法で行います。 

n 通知領域の [TOSH 旧 A Active Display Off] アイコン（园）をち 
クリックして表示されるメニューか5、[設定]をクリックする 

,; [TOSHIBA Active Display ぴ f ] 画面び表示されます。 

巧設定を変更して [0K] ボタンをクリックする 

メモ 

• 購入時の状態では、パソコンの前に人びいなくなってから画面 OFF となるまでの時間は、約2〜已分 
でず（時間はモデルによって異なります）。 

画面び消えるまでの時間は、「電源オプション」の電源プランのさ項目で設定している時間のラち、最 
み時間の約半分となりまず（ただし、約已□秒〜10分の範囲内)。 

• 本機能び有効の場合、パソコン本体の Web カメラの LED は、人を検出して画面 ON の間は数分間隔で 
1回点なし、人を検出でさずに画面 OFF の間は点巧し続けまず。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


































サクン 



スピーカーの音量や Windows のシステム音を調整する方法について説明します。 
また、へツドセツトやへツドホンを接続することびできます。 


スピーカーの 音量を調壁す る 


スピーカーの音量は、次の方法で調整でさます。 

ボリュームコント□—ルは Windows びコント□—ルしているため、 Windows 起動時や電源を 
切っているときは、音量変更はできません。 

■■音量 ボタンで調整ずる 

パソコン本体の音量ボタンを押す 

音量ボタンの「一」を巧すたびに音量びルさくなり、「+」を巧すたびに音量び大さ 
くなります。 

音量ボタンの位置『取扱説明書1章0各部の名称』 


刷+のまたは而^+り1キーで調整ずる 


音量をルさくしたいときは L^ + 团キ ー 、大きくしたいときは垃^ + 
团キーを巧す 

[7 のキーを 巧したままり"] キーを 巧すたびに音量び ル さくなり、 [7 のキーを 巧したま 
ま W キーを 巧すたびに音量び大さくなります。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 





























o サウンド 


音量ミキサーか 6 調整する 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （!§) をダブルクリックす 
る 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[巧 Ov- ドウエアとサウンド] 一[@システム音量の調整]をクリッ 
クする 

[音量 S キサー]画面び表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調壁する 

[ミュート]ボタン （<0)) をク U ックすると消音（ミュート）になります。 


M 音量ミキト-ス t； ■-力 -(XXXXXXXXXXXXXX) 

巧 f イス迫） 巧み-5^シ 

身 巧 


~D1 


スピーカー 


0 


か） 


〇 


か） 


(表示例） 


□音量 S キサーの各頂目 

音量 S キサーの各項目では、次の音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカーの音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント（メッセージの表示、システ 
ムエラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整 
します。 


また、使用するアプ I 」ケーションにより異なる場合びあります。 

詳細について『アプ U ケーションに付属の説明書』 

XTf メモ 

•インテル®八イ-デフィニション.才ーディオ準拠。 

•キヤプチヤソフトなどを使用して、パソコンで再生中の音声を録音することはできません。 


56 


パソミ Q 基本操作養えよラ 
























o サウンド 


2 


へツドセツトやへツドホンをほラ 


本製品には、へツドセツトやへツドホンを接続できます。 

へツドセツトを使ラと、音声ソフトの使用や音声を使ったチヤツトを行ラことびできます。 
本製品で外付けのマイクを使ラとさは、へッドセツトのマイクを使用してください。 



へツドセツトやへツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - 匯画-へッドセツトやへッドホンの操作にあたって」 



■■使用でまるへッドセット/へッドホン 

本製品で使用できるへッドセット/へッドホンは;欠のとおりです。 

•プラグは直径3.已 mm 4 極 S ニジャックタイプび使用でさます。 

• すべてのへッドセット、へッドホンに対応するちのではあり 
ません。 

•左図の数字は、なの内容を示します。 


4極 ミニ ジャック 


丄丄 


432 1 


1 

2 

3 

4 


才一了ィオ左 
才ーディオち 
グラウンド 
7イク 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケ- 
ドセツトを使用してください。 


-シヨンの取り扱い元が推奨するへツ 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 






































o サウンド 


u へツドセツトやへツドホンの接続と取りはずし 

へツドセツトやへツドホンのプラグを、へツドセツト/へツドホン端子 
n に差し込む 



■ 取りはずすときは、ヘッドセット/ヘッドホン端モか日プラグを抜きます。 

•■ ぺッド七ットやへッドホンの音量調整 

ヘッドセットやヘッドホンの音量は、音量ボタン、@+巨]キ-と@+巨]キ-、または 
Windows の音量ミキサーで調節してください。 

「本節 [5] スピーカーの音量を調整する」 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 














本製品には、 rweb カメラ」び搭載されています。 

写真や動画を撮影でさます。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
巧"つたりでさます。 


I Web カメラ（前面） 



I Web カメラ（背面） 





Web カメラについて 


Web カメラにイ呆護シートび貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはびして < ださい。 

本製品は2つのカメラを同時に使用するデュアルカメラ機能/デュアルビデオ機能には対応して 
おりません。 

あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q-Efl Web カメラについて」 
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Web カタラ巧ほラ 


ヴ n ン S 本操作養えよラ 














































D Web カメラを使う 


Web カメラのアプリケーションについて 


Web カメラで写真を撮ったり、ビデオを録画するには、「カメラ」アプ U ケーシヨンを使用します。 

mm 起動方;ぶ 

B スタート画面の[カメラ] (B) をクリックする 

初回起動時はメッセージび表示されるので、[許可]をク U ックしてください。 

「カメラ」アプ U ケーシヨンび起動します。 

口 写責の撮影、ビデオ録画の開始/終了を巧うには、撮影画面をクリック 
する 

1写真の撮影/ビデオ録画を切り替えるには、[ビデオモー円をク U ックしてください。 

封メモ 

•写真やビデオ録画のデータは、スタート画面の[フオト]^ [ピクチャライブラリ]に保存されています。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

















D Web カメラを使ラ 


背面の Web カメラをほラ場合 


背面の Web カメラを使って撮影するには、次の手順で行ってください。 


A を意 

•本体液晶ディスプレイをスライドするときや、パソコン本体を持って操作するときは、 
AC アダプターやケーブル類を抜く 

パソコン本体や AC アダプター、ケーブル、コネクタ類を傷つけるおそれびあります。 
•本体とディスプレイ間に指やつめを挟まないようにする 
けびをするおそれびあります。 


n 電源コード、 AC アダプター、その他のケーブル類をパソコン本体か5 
はずす 



本体液晶ディスプレイをスライドする 

背面の Web カメラを使用できるよラに、タッチパッドび全面見える位置までスライ 
ドしてください（「カチッ」と音びします)。 


背面の Web カメラを撮影対象物に向け、画面を見なび5操作する 

なのイラストのよラにパソコン本体を持ちなびら、撮影してください。 
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SSD 


本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモ U を記憶媒体とするドライブを搭載してい 
ます 。 SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気ディス 
クの代わりに、 NAND フラッシュメモ U を使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

じ(下の機能についてちご利用いただけます。 

• BIOS セットアップ 

BIOS セットアップ画面には 「 HDD / SSD 」 と表示されますび、 SSD でち同様の動作をします。 

• HDD パスワード 

八ードディスクドライブ同様、登録巧能です。 

本体の SSD は、取りはずしでさません。 

US 日接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびでさます。 

本書および付属の説明書で記載されている「本体の八ードディスクドライブ」、 「 HDD 」、「 SSD 」 
は、 SSD を指します。 




操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
SSD に記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証でをません。 

万び一故障した場合に備え、バックアップをとることを巧奨します。 

あらかじめ、次の説明を確認してください。 

r 付録 n - B SSD について」 
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パソミ Q 基本操作養えよラ 

















タディアカード巧ほ3 

-ブ U ッジメディアスロットー 


本製品では次のメディアカードをブ U ツジメディアス□ツトに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 

次のイラストは、実際のちのと多少異なる場合びあります。 


SD メモ I 」力ード*1 

(じ(降、 SDHC メモ U 力ード*1、 

SDXC メモ U 力ード*1を含みます。） 


マルチメディアカード 




巧のメディアカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品のブ U ッジメディアス□ット 
でち使用でさます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード >1 

似降、 min 旧 DHC メモ U 力ード*1を含み 

ます。） 

SD メモ I 」力ードサイズの min 旧 D メモ I 」 
カー ド用のアダプターを使巧します。 


microSD メモ I 」力ード*1 

似降、 microSDHC メモ U 力ード*1を含 

みます。） 

SD メモ I 」力ードサイズの microSD メモ 
U カー ド用のアダプターを使用します。 


陽国图神 


*1 着作権イ呆護巧術 CPRM に対応しています。 

アダプターの装着や使用方法は、『メディアカードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き 、 SD メモ U 力ード、 min 旧 D メモ U 力ード、 
microSD メモ I 」力ードを 「 SD メモ I 」力ード」と呼びます。 

すべてのメディアの動作を保証するちのではありません。 

高速データ転送には対応しておりません。 

コンパクトフラッシュメモ U カードなどは使巧できません。使用する場合は USB 経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
























o メディアカードを 使う-ブリッジメディアス□ット ー 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマツトされた状態で販売さ 
れています。 

フォー マツトとは、メディアカードを使えるようにすることです。 

フォーマツトされていないちのを購入した場合や再フォーマツトをする場合は、メディアカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレーヤーなど）で行ってください。 


2 


メディアカードのセツト/取り出し 




操作にあたって 


あらかじめ、なの説明を確認してください。 

「付録 n - m-n メディアカードの操作にあたって」 
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1 


メディアカードをほラ前 I 





メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録己-己]メディアカードを使うにあたって」 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



































O メディアカードを使う ーブ U ッジメディアス□ッ ト- 


セ ツ 卜ずる 




ブリッジメディアス□ットのカバーのくぼみに指をかけて、カバーをは 
ずす 




ぼみ 



!) ' — 



-カバー 



メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス□ッ 
卜に挿入する 

奥まで挿入します。 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 



























































メディアカードを使う-ブリッジメディアス□ッ I -- 


U 七ットしたメディアカードの巧客を見る 

著作権保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見る 
ことびでさます。 

著作権保護されたファイルについては見ることびでさない場合びあります。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

タスクパ’一の[エクスプ□ーラー]アイコン（〇)をクリックずる 

「エクスプ□ーラー」び起動します。 

[コンピューター ] をクリックする 

[コンピューター]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンを夕’ブルクリックずる 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 


SD メモ I 」カード 


マルチメディアカード 


U し一! (ブルディスク、セキュリティで保護された記憶 
域デバイス、 SDCard、SD 
リ し一! 口'ルディスク、 MMC 記憶域デノ（イス、 
MultiMediaCard . MMC Card、MMC 

(表示例） 


セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 


ぶすメモ 


メディアカードによっては、ブ U ツジメディアス□ツトにセツトすると、自動的に内容び表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択するメツセージび表示される場合びあります。 

なのよラに操作してください。 

①メ ツセー ジをク U ツク する 


SD Card (た） 

タツ九て、リムーパカしドライブに巧して巧う揉巧を涅 
んでください。 


(表示例） 

® [フオルダーを開いてファイルを表示]を選択する 


XXXXXX (X:) 

リムー■/ロルドライブに対して巧う操作を選んでくださし、。 

in ，けクアップ用にこのドライブを構成 
1〇| 乃ィル腿 


□ 


フオを閒し、てフアイ J 巧表示 
ェクス兀ーラ- 


巧らしない 


(表示例） 
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パソ n ンの基本操作を覚えよラ 





















O メディアカードを使うーブ U ッジメディアス□ット - 


匪選取り出す 


メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウインドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 



メディアカードの使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 _ 

② 通知領域の [ A — ドウエアをを全に取りがしてメディアを取り出す]アイコン （わ） 
をク U ックする 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、をク U ックしてください。 




ハ-ドウエアをまを!巧の^てメディアを脱)おず1 

〇 ® fe 


カスタマイズ… 




II 回お跑 ai ゅ A . 


读示例) 


③ 表示されたメニューか5 [(取りはずずメディアカード）の取り出し]をクリック 
する 

④ 「 A - ドウエアの取りがし」のメッセージが表示された5、乂をクリックずる 

メディアカードを押す 

カードびかし出てきます。そのまま手で取り出します。 

ブリッジメディアス□ットのカバーを取り付ける 














国ネツトワークの世巧へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明していまず。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる巧巧 
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トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンターを共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



(接続例) 


本製品では、無線 LAN を使用することびでさます。 


■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続でさ 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
U ア内であればあ日ゆる場所か日コンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
か日ワイヤレスでネットワーク環境を実現でさます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
設定方法の詳細は、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、各機器に付属の説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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ネットワ—クの世界へ 

























































D ネットワークで広がる世界 


2 


ワイヤレス（無線） LAN をほう 


■■無線 LAN モジユールの 確認 

使用しているパソコンに搭載された無線 LAN モジュールの種類は、「デバイスマネージヤー」 
を使って確認でさます。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （回） をダブルクリックずる 

W 「東芝デスクトップアプ U メニュ-」び起動します。 

Q [コント□ールパネル]をクリックする 

[巧0、ードウエアとサウンド]一[感'デバイスマネージヤ ー] をクリッ 
クする 

[デバイスマネージヤー]画面び表示されます。 

[ネットワークアダプター]をダブルクリックする 

アダプター名び表示されます。 

アダプタ ー名を 5崔認する 

アダプター名び示すモジュールは、それぞれ次のよラになります。 

•「Qualcomm Atheros AR 946 x Wireless Network Adapter ] の場合 

IEEE 802.1 la (W 已 2 /VV 已 3 /VV 已己）、 IEEE 802' l ] b 、 IEEE 802'1 ]g おぶ 
び IEEE 802.] ] n に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Qualcomm 
Atheros 946 x a / b / 邑 / n モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書』を確認してください。 

庐？ メモ 

♦ Wi- 円準拠、 WPA/WPA2 対応、 ]28bi1:WEP 対応、 2 己目 bit AES 対応、 TKIP 対応。 
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ネットワ—クの世界へ 















D ネットワークで広がる世界 


お線 LAN を使ってみよラ 


A 警告 


む臓ペースメーカーを装着しているかたは、む臓ペースメーカーの装着部位か5 22 cm 
ULh 離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、@ + @キーを巧して OFF にすることびできます。网+网キー 
を巧して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でち、パソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウェアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel® Rapid Start Technolo 旨 y で休止状態になっている場合びありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャツトダウンして） 
ください。 



あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録口無線 LAN について」 

『安むしてお使いいただくために』に、セキユ U テイに関してのま意事項や使用上のミ主意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ U テイの設定を行ってください。 


「f/vl + l 巧|キ~を押す 

キーを巧したまま@キーを巧すたびに、画面左上にメッセージび表示されて無 
線通信機能の ON / OFF び切り替わります。 

機内モードオフ：無線通信機能 ON 
機内モードオン：無線通信機能 OFF 

無線通信機能を ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション(ザ) LED び点灯します。 


/ 





=*!/□ 

V 

の 

叫))） 

J 


72 


L ソ降の無線 LAN の設定は、 Windows 標準機能を使って設定します。 



ネットワ—クの世界へ 






































D ネットワークで広がる世界 


E ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関ずるご注意 
『安むしてお使いいただくために』 

これ日の問題に対応するためには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの双方で通信データ 
の暗号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使巧するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それ日の 
問題び発生する可能性を低くすることびできます。 

n ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 

チャームが表示されます。 

巧[設定]をクリックする 

画面ち側に[設定]画面び表示されます。 

n (团 j ) をクリックする 

[ネットワーク]画面び表示されます。 


ネットワーク 

動モ-ド 

ゎ 1 


Wi-Fi 

XXXXXXXXX 

.11" 

mmm 

..III 


/- t - —例） 

パソコンの周囲にあるワイヤレスネットワーク（無線 LAN アクセスポイント）の 
SSID の一覧び表示されます。 


V 
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ネットワ—クの世界へ 

















D ネットワークで広がる世界 


Q 接続するワイヤレスネットワークをクリックし①、[自動的に接続する] 
をチェックしたが態で[接続]ボタンをクリックする② 



读示例） 

環境によっては、近隣で使用されているワイヤレスネットワークの SSID び表示され 
る場合ちあるので、必ず目的のワイヤレスネットワークを選択してください。 


H ネットワークセキュリティ情報を入力して①、[次へ]ボタンをクリ 
—クする③ 


© ネットワ-ク 


、ツ 




读示例） 


じ(降は、画面の指示に従って操作してください。 

選択する項目、データ暗号化の方式、セキュリティキーなどの詳細は、お使いになる 
無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書を確認のラえ、正しく設定してください。 
正しく設定していない場合、無線 LAN アクセスポイントに接続できなし觸合びありま 
す。 



ネットワ—クの世界へ 
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4m 

m 旧巧なおを巧って巧巧を拓げよ 3 


パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたやさ種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 76 

2 USB 対応機器を使う . 77 

3テレビやが部ディスプレイを接続する . 82 

4 Bluetooth 機能を使う . 89 










周巧機器をほ 5 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびでさます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなざます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端テ、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお還びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録口各インターフェースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

r 付録 n - Kfl 周辺機器について」 


次の周辺機器び使用でさます。 

• へツドセツト/へツドホン 

に章巧-回へツドセツトやへツドホンを使う」 

• USB 対応機器（マウス、キーボードなど） 

•テレビ 

•外部ディスプレイ 

•日 luetooth 対応機器（マウス、キーボードなど） 

「本章0」し U 降 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 
















ま g o 

USB 対応機器の詳細について 『 USB 対応機器に付属の説明書』 

USB 対応機器の操作にあたって 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - K *- USB 対応機器の操作にあたっ口 



USB が応傑巧をほ5 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には;欠のようなちのびあります。 

• US 日対応マウス • US 日巧応プ U ンター 

• US 日対応スキヤナー • US 日フラッシュメモ U など 


本製品の US 日コネクタには US 日 3.0/ US 日 2.0/ US 日].1対応機器を取り付けることびでき 



周辺機器を使って機能を広げよラ 


7 

7 
















且 USB 対応機器を使う 


USB の 常時給電に ついて = 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □- 匯 ■- USB の常時給電について」 

本機能はご購入時の設定では無効になっていますので、使用するには r 東芝システムセッティ 
ング」で本機能を有効にする必要びあります。 

□設定方 ミ 去 

f スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

0 [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （^) をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

B [ユーティリティ]一[システムセッティング S ] をクリックする 

「東芝システムセッティング」が起動します。 

Q [ス u — プアンドチャージ]で[ス u — プアンドチャージ]を有効にする 
巧 [0 K ] ボタンをクリックする 

li 

□ r まちスリーブ眉浦 J の表示方法 

USB の常時給電について詳しくは、[東芝ス U —プ情報]画面を確認してください。 


Q USB 対応機器を、パソコン本体の USB コネクタに接続ずる 

画面ち上に、「ス U —プアンドチャージ」のメッセージび表示されます。 
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I 


メッセージをク U ックする 

[東芝ス U - プ情報]画面び表示されます。 


USB の常時給電と高速巧電 


I USB の常時 給電 _ 

少アイコンび付いている US 日コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の状態（ス U - プ状 
態、休止状態、シャットダウン状態）でち、 US 日コネクタに US 日バスパワー （ DC 已 V )を供 
給することびでさます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤーなどの外部機器 
の使巧および充電びでさます。 

* US 目ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してくださし、。 
なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するちのではありません。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 



























且 USB 対応機器を使う 


I USB の高速巧電 _ 

^アイコンび付いている USB コネクタでは、高速充電を行ラことびできます。 

* US 目ケーブルは本製品には含まれていません。別途ご使用の機器に付属の高ま充電に巧応したケーブルを準 
倫して < ださい。 

なお、本機能はすべての外部機器の使用および充電を保証するちのではありません。 

■高速充電 モードについて 

•接続する US 日対応機器および US 日ケースレび 2.0 A 充電に対応している場合は、「東芝シ 
ステムセッティング」で本機能のモード設定を[高速充電モー円に設定すると、電源 OFF 
時（ス U - プ状態、休止状態、シャットダウン状態）に、 USB 対応機器への高速充電 （2.0 A ) 
びでさます。 

US 日コネクタに USB バスパワー ( DC 已 V )を最大 2.0 A まで供給して短時間で充電するこ 
とびでさます。 

■システム ON CDP チャージモードについて 

•本機能を r 東芝システムセッティング」で有効にすると、電源 ON 時に USB コネクタに 
US 日バスパワー ( DC 已 V )を最大].已 A まで供給して短時間で充電することびできます。 


USB の 高速充電に つしに— 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 USB の高速充電につい口 


本機能はご購入時の設定では無効になっていますので、使用するには r 東芝システムセッティ 
ング」で本機能を有効にする必要びあります。 

□設定方 ミ 去 


n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

T 1デスクトップ画面び表示されます。 

0 [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （0) をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

n [ユ-ティリティ]一[システムセッティング 区 J ] をクリックする 

「東芝システムセッティング」び起動します。 

Q 本機能を有効にする 

■ 高速充電モードの場合は、[ス U —プアンドチャージ]で[ス U —プアンドチャージ] 

I を有効にし、[高速充電モー円を遇択してください。 

I システム ON CDP チャージモードの場合は、 [ USB ] で[システム ON CDP チャー 
H ジモード]を有効にしてください。設定後、再起動び必要な場合びあります。 
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周辺機器を使って機能を広げよラ 





















且 USB 対応機器を使う 


巧 [0 K ] ボタンをクリックする 


2 


USB 巧応機器の取り付け/取りはずし 


取り付け 


US 己ケーブルのプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器ちあります。 

USB 対応機器の詳細について 『 USB 対応機器に付属の説明書』 


口 USB ケーブルのをう一方①プラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 


怔側圃 
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且 USB 対応機器を使う 


取りはずし 

US 己対応機器の使用を停止する 

① スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 — 

② 通知領域の [ A — ドウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイ〕ン（^^) 
をク U ックずる 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、巨]をク U ックしてください。 

この操作を斤ってちアイコンび表おされない US 目対応機器は、手順0に進んでください。 


ぶ [ A — ドウびをちをに取 WHy てデがを取0出ず] 

白® h 

カスタマイ克' ■ 


I 跑 21 か ） A 


读示例） 


曰 


③ 表示されたメニユーか日、取りはずす USB 対応機器を選択する 

④ 「 A - ドウエアの取りがし」のメッセージが表示された5、乂をクリックずる 

パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを巧く 
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テレビやか部ディスプレイ巧 
巧続ずる 


本製品の次のコネクタと、テレビや外部ディスプレイをケーブルで接続すると、接続した表示 
装置の画面にパソコンの画面を表示させることびでさます。 

• H D M I 出力端子 


パソコン本体と、テレビを接続ずる 

「本節^バソコンに接続する/取 
りはずす」 


OFF 





HW 

•• 1 — -1 


パソコンの画面をテレビに表示ずる 
設定をする 

r 本節回表示を切り替える」 


. jtor —^ 




テレビ/が部デイスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、なの説明を確認してください。 

「付録 D - ■■■テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」 


■接続の前に 

テレビを接続するとさは、『テレビに付属の説明書』ちあわせて確認してください。 
H DM I 入力端テびあるテレビを接続でさます。 


パソコンにち続する/取りはずす 


HDMI 入力端子びあるテレビや外部ディスプレイを接続でさます。 

封メモ 

• 接続する HDMI ケーブルは、巿販のをのを使用してください。 

• HDMI 対応機器すベての動作を保証するものではありません。 

• HDMI ケーブルは、 HDMI ロゴ (Hami ) の表示びあるケーブルをご使用ください。 
•使用可能なテレビやが部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なりま 

す。解像度にあったテレビやが部ディスプレイを接続してください。 

• テレビやが部ディスプレイへの出力お式の設定は変更でをまず。 

r 本節回表示を切り替える」 

•著作権保護された映像などをテレビやが部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応したテレ 
ビや外部ディスプレイを接続してください。 
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Q テレビやが部ディスプレイを接続する 


I HDMI 出力端子に接続する 


g 


HDMI ケーブルのプラグをテレビまたはが部ディスプレイの HDMI 入 
力端子に差し込む 

テレビまたはか部デイスプレイの電源を入れる 



ぶずメモ 


HDMI 接続で、テレビまたは外部ディスプレイに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを抜いたあと、 
再度 HDMI ケーブルを接続ずる場合は已秒 L ソ上間隔をあけてください。 
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Q テレビや外部ディスプレイを接続する 


□音青の出力をパソコン本巧のスピーカーか6テレビなどに切り替える 

HDMI ケーブルでテレビを接続すると、自動的に音声の出力先びテレビや外部ディスプレイに 
切り替わります。テレビや外部ディスプレイを接続してち音声び切り替わ日ない場合は、次の 
設定を行ってください。 

Q スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

W デスクトジプ H 励帝がれます。 

f [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （!^) をダブルクリックす 
る 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

日 [コント□ールパネル]をクリックする 

B [巧— ドウエアとサウンド] 一[〇サウンド]をクリックする 

[サウン円画面び表示されます。 

f [再生]タブでテレビのアイコン （*^1) びある項目を選択し、[既定値 
に設定]ボタンをクリックする 

巧 [0K] ボタンをクリックする 

この設定を行ラと、パソコン本体か日音声び出力されなくなります。テレビや外部ディスプレ 
イを取りはずし、パソコン本体からの音声出力に戻す場合は、手順□で[スピーカー]を選 
択し、[既定値に設定]ボタンをク U ックしてください。 

I HDMI 出力端子か5取りはずす _ 

Q HDMI 出力端子からケーブルを巧く 
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Q テレビやが部ディスプレイを接続する 


因 


表巧を切り替える 


テレビ/外部ディスプレイを接続した場合には、巧の表示方法びあります。 
表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更できます。 


■本体液晶ディスプレイ、また 
はテレビ/外部ディスプレイ 
だけに表示 

し''ずれかの表 7R 装置のみ、画面を 
表71^します。 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビ/が部ディスプレイの同時表示 
♦ク□—ン表示（複製） 

2つの表示装置それぞれに画面を 
ものし永9 〇 



OFF 



拡張表示 

2つの表术装置を]つの大さな画 
面として使用け広張表示）します。 




テレビ/外部ディスプレイに表示するには表示装置の設定を行ってください。 

ぶ3 メモ 


• テレビ/外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に 
合った色数/解像度で表示されまず。 

• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的にお像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表ホを切り替えると、元の解像度に戻ります。 

• テレビ/外部ディスプレイに表示ずる場合、表ホ位置や表示幅などび正常に表示されない場合びありま 
す。この場合は、テレビ/が部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

• お張表示では、スタート画面はメインディスプレイに設定した表示装置にのみ表示されます。 

• 映像を再生ずるアプ U ケーションで使用する表示装置を変更したい場合は、アプ U ケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびでをません。 

ク□ーン表示、化張表ホでの再生をサポートしていません。 

* 「電源オプション」で省電力機能を設定してテレビ/外部ディスプレイの表示び消えた場合、キーある 
し>はタッチパッドの操作により表示び復帰します。また、スリープに設定してある場合は、電源スイッ 
チを押してください。表示び復帰するまで10砂前後かかることびありますび、故障ではありません。 
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Q テレビや外部ディスプレイを接続する 


方法1 - プ□パティ画面で設定する 

n スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

ロ デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場 
所にポインターを移動し、ちクリックする 

メニューび表示されます。 

Q [グラフィックプ□パティ]をクリックする 

[次のアプ U ケーシヨンモードのいずれかを遇択してください]画面び表示された場 
合は、[基本モード]を選択し、 [0 ロボタンをク U ックしてください。 

口 [ディスプレイ]一[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 



■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビ/が部ディスプレイだけに表示 

① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を遺択ずる 

② [メインディスプレイ]で次の項目を選択する 

-本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

.HDMI 出力端テに接続している表示装置に表示する場合：[デジタルテレビ] 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[□ロボタンをク U ックしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビ/が部ディスプレイの同時表示 

① [動作モード]で次のいずれかを選択ずる 

-[ク□—ンディスプレイ]:ク□—ン表示 
-日広張デスクトップ]:拡張表示 

② [メインディスプレイ]と [2 ま目のディスプレイ]を設定する 

[内蔵ディスプレイ]は「本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は 「HDMI 
出力端子に接続している表示装置」を示します。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[□ロボタンをク U ックしてください。 
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Q テレビやが部ディスプレイを接続する 


■ 方法呂-画+同キ—を使ぅ _ 

因のキーを巧したままキーを巧すと、[セカンドスクリーン]画面び表示されます。 


t カンドスクリーン 


を統がげこ画面に表示しまず 



(表示例） 

@キーを巧したまま、@キーを巧すたびに、項目の選択状態び移動します。目的の項目を 
選択したところで、@キーから指をはなして、 巧の キーを巧すと、表示装置び切り替わ 
ります。 
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Q テレビや外部ディスプレイを接続する 


召•項目について説明します。 


項目 

概要 

PC 画面のみ 

本体液晶ディスプレイだけに表示します。 

複製 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたは外部ディスプレイにク□一 
ン表示します。*1 

お張 

本体液晶ディスプレイと、テレビまたは外部ディスプレイに拡張 
表示します 。 fits 

セカンドスク1」ーンのみ 

テレビまたは外部ディスプレイだけに表示します 
(本体液晶ディスプレイには何ち表示されません)。 


* 1テレビまたはが部ディスプレイを2台に(上接続してしぶ場合、17访キーで表示装置を指定すること 
はでさません。 

表示装置を指定したい場合「本節 ra - ち法1-プ□バティ画面で設定する」 

* 2 化張表示時に、巧/の+ [7引キーでメインディスプレイを切り替えることはでさません。 

メインディスプレイを切り替えたし 1 場合「本節 ra - 方法1-プ□バティ画面で設定する」 
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Bluetooth 機能をほう 



* Bluetooth 機能搭載モデルのみ 

日 luetooth 機能搭載モデルには、日 luetooth 機能び搭載されています。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器同±で無線 
でデータをやりとりでさる、世界標準の通信方式です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 


= Bluetooth 機能の操作にあたって 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □- 匯 ■- Bluetooth につし、 て」 


爲メモ 

• Bluetooth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない目 luetooth 対応機器びあります。 

本製品に搭載されている团 uetooth 機能のバージョンについては、『取扱説明書』を確認してください。 

• 2.4 GHz 帯の無線 LAN または WiMAX び近距離で使用されていると通信速度のあ下または通信エラー 
び発をする可能性びあり ます。 
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□ Bluet 001 ih 機能を使ラ 


•む臓ぺースメーカーを装着しているかたは、む臓ぺースメーカーの装着部位か 5 22 cm 
ULh 離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

•電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 
パソコン本体を航空機や電モ機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、丙の+ [7 到キーを巧して OFF にすることびできます。网+岡キー 
を巧して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消打し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でち、パソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウェアの場合 
は、あ日かじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technolo 邑 y で休止巧態になっている場合びありますので、確実に 
電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後パソコンの電源を切って（シャットダ 
ウンして）ください。 


A 警告 


匿 ■ Bluetooth 通信び可能なが態にずる 
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□ Bluetooth 機能を使う 


臣因+画]キーを押す 

キーを巧したまま@キーを巧すたびに、画面左上にメッセージび表示されて無 
線通信機能の ON / OFF び切り替わります。 

機内モードオフ：無線通信機能 ON 
機内モードオン：無線通信機能 OFF 

無線通信機能を ON にすると、ワイヤレスコミュニケーション(ザ) LED び点灯します。 





\ 


V 

む 

((中)） 

J 


H ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 

チャームび表示されます。 

チャームの 操作方法『取扱説明書1章□- チャームの 操作方法』 

B [設定]をクリックする 

画面ち側に[設定]画面び表示されます。 

f [ PC 設定の変更]をクリックする 

[ PC 設定]画面び表示されます。 

巧 [ワイヤレス]をクリックする 

f [機内モード]び[オフ]になっていることを ii 崔認する 

[オン]になっている場合は、[オフ]にしてください。 

[オスにすると、無線通信機能び ON になります。 

B [ワイヤレスデバイス]① [Bluetooth] び[オン]になっていること 
を確認する 

[オフ]になっている場合は、[オン]にしてください。 

[オン]にすると、 Bluetooth 機能び ON になります。 

Q 团 uetooth 対応機器との接続設定を行う 

;設定方法について 『 Windows ヘルプとサポート』 
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■ バッテリー駆動で巧う 


パソコンをモバイル使用ずる際に大事な巧在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 94 

2省電力の設定をずる . 100 







A 危険 


• 本製品に内蔵されているバッテ U - パックを使用する 

寿命などで交換する場合は、東芝 PC あんしんサポートに依頼してください。バッテ U - 
パックの交換は、保証期間内でち有料になります。 



バッテリーを使用するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録バツテ U _ について」 
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パッテ y - について 



本製品には、ノ（ッテ U —ノ（ックび内蔵されています。 

本製品をネ刃めて使用するとさは、電源コードと AC アダプターを接続してバッテ U —ノ（ックを 
充電してください。 

バッテ U —パックを充電すると、バッテ U —駆動（電源コードと AC アダプターを接続しない 
巧態）で使ラことびできます。 

バッテ U - 駆動で使う場合は、あ日かじめバッテ U - パックの充電を完了（フル充電）させて 
ください。 

指定する方法•環境 LU 外でバッテ U —パックを使巧した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』に、バッテ U —パックを使用するとさの重要事項び記述され 
ています。バッテ U —駆動で使ラ場合は、あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


'八ッテリ I 駆動で使ラ 


















D バッテリーについて 


バッテリー巧電■をお認する 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要びあります。 

n システムインジケーターでお認する 

電源〕ードと AC アダプターを接続している場合 、 DC IN/Battery ♦!/□ LED び点灯しま 
す。 


/ 





=^/<〇 
\_ ▲ 

(!) 

((中)） 

ノ 


DC IN/Battery ♦)/□ LED は;欠の巧態を示しています。 


白色の点灯 

コ 5： i = i = ii-u マ 
凡巧；兀 J 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

バッテ U — の充電について「本節巧]バッテ U - を巧電する」 

消灯 

電源 コー ドと AC アダプターび接続されていない 
電源 コー ドと AC アダプターを接続していてち消灯している場合は、 
バッテ U —異常の可能性びあります。東芝 PC あんしんサポートに連絡 
してください。 


〇通知領域の[バッテリー]アイコンでお認する^^^ ■ 

通知領域の[バッテリー]アイコン（◎または個）の上に 
ポインターを置くと、バッテ U —充電量び表示されます。 

[バッテリー]アイコン（◎または晒）をク I 」ックすると、 

電源プランなどち表示されます。 

電源プランについて「本章0省電力の設定をする」 


10:55 

2012/07/29 
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'八ッテリ I 駆動で使ラ 

































D バッテリーについて 


E ■バッテリー巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量び少なくなると、巧のよラに警告します。 

• DC IN / Battery ，/亡コ LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U - の残量び少ないことを 
示しています） 

•パ'ッテ I 」 一の アラームび 動作す る 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [低残量バッテ U の通知]や[低残量バッテ U 
の動個で設定すると、バッテ U - の残量びかなくなったことを通知したり、自動的に対処 
する動作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章日省電力の設定をずる」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちにパソコン本体に電源コードと AC アダプターを接 
続し、充電してください。 
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購入時は休止状態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こってち何ち対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源び切れます。 

庐！ メモ 

• 1力月じ(上の長期にわたり、電源コードと A 巳アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテ U - 
駆動を行わないと、バッテ U — 充電量び少しずつ減みしまず。このような状態でバッテ I 」一充電量び減 
かしたときは 、 DC IN/Battery ♦!/□ LED や[バッテリー]アイコンで充電量の減少、び表示され 
ないことびあります。1力月に]度は再充電することを巧奨します。 

•長時間使用しないでバッテ U - び自然に放電しきってしまったときは、警告音を鳴らず 、 DC IN / 
Battery / CD LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 

は、充電してから使用してください。 


D 時計用バッテリー 


本製品には、バッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計巧バッテ U —び内蔵さ 
れています。 

時計用バッテ U —の充電は、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電 
源 ON 時）に行われますので、普通に使用しているときは意識する必要はありません。ただし、 
充電量びかない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用ノ（ッテ I 」一び不足すると、メッセージび表示されます。 


■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は、電源 ON ( Power と） LED び白色に点打）の状態にしておくと約24時 
間で充電び完了します。 

時計用バッテ U —充電中でちパソコンを使用でさます。充電中に充電状態を知ることはでさま 
せん。 
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D バッテリーについて 


バッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリ-を充電するにあたって - 

♦あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録■■パ'ッテリ—を充電するにあたって」 


n パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードの電源プラグをコ 
W ンセントに差し込む 

I DC IN/Battery =^/Q LED びオレンジ色に点灯すると、充電び開な台されます。 
m 電源の ON / OFF にかかわ日ずフル充電になるまで充電されます。 

Q DC IN/Battery 亡 □ LED び白色になるまで充電する 

1バッテ U - の充電中は DC IN/Battery ♦!/□ LED びオレンジ色に点灯します。 

I DC IN/Battery ♦!/□ LED び消灯している場合は、電源び巧給されていません。 
I 電源コード、 AC アダプターの接続を確認してください。 

於？ メモ 

•パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さし、。 
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D バッテリーについて 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U —充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作巧況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとさ、バッテ U —パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■使用できる時間 

バッテ I 」一駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 
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■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために電源コードと AC アダプターを接続してご使用ください。 


■使っていないとをの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U —充電量はかしずつ減っていさます。 
バッテ U —の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しさるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ U ッドス U —プにすることをおすすめします。 

ノ、イブリッドス U - プにっいてに章已■のス U - プ」 

メモ 

• バッテ1」ーパックの交換は、有料になりまず。 


98 







D バッテリーについて 


パツテリーを長持ちさせる 


本製品のバッテ U —をより有効に使ラための工夫を紹介します。 

I バッテリーの機能ほ下を遅くする方法 _ 

次の点に気をつけて使用すると、バッテ U —の機能低下を遅くすることびでさます。 

•パソコン本体を長時間使巧しないときは、電源コードの電源プラグをコンセントか日巧いて 
ください。 

• おちに電源コードと AC アダプターを接続してノ（ソコンを使用し、バッテ U —ノ（ックの電力 
をほとんど使巧しないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U —の機能低下 
を早める場合びあります。 

•「 TOSH 旧 A eco ユーティ U ティ」で 「 eco 充電モード」を有効にすると、バッテ U - 充電 
完了時の容量をフル充電より少なめにおさえて、バッテ U —の機能ほ下を遅らせることびで 
さます。 

「本章日-回 TOSHIBA eco ユーティ U ティ」 

• 1力月に]度は、電源コードと AC アダプターをはずしてバッテ U - 駆動でパソコンを使用 
してください。 

I バッテリー消費をおさえる方法 _ 

バッテ U —の消費をおさえて、本製品をバッテ U —駆動で長時間使用するには、次の方法びあ 

ります。 

• こまめに休止状態にする 
mm 「2 章 休止状態」 

• 省電力の設定をする 

「本章0省電力の設定をずる J 

I バッテリーの巧電能力を調べる 


バッテ U —パックは、消耗品です。「東芝 PC ヘルスモニタ」を使用すると、バッテ U —パック 
を交換する目安を調べることびでさます。 

「ま芝 PC ヘルスモニタ」について 『取扱説明書』 
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力の設ちをずる 


の 


電源オプシ 



「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

ノ（ッテ U —駆動でノ（ソコンを使用しているときに、消費電力を減日して長い時間使巧するよラ 
に設定したり、電力を使ってノ（フォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 

これ日の電源設定を電源プランといいます。 

「電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、次の電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
します。 

• eco 

東芝の推奨する設定により、消'費電力をおさえます。 

r 本節回 TOSH 旧 A eco ユ—ティ U ティ」 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力をおさえます。 

バッテ U -駆動のときにこのプランを使巧すると、バッテ U -び通常より長くもちます。 

•高パフオーマンス 

ノ（フォーマンスと応答速度を最大にします。消費電力び増える可能性びあります。 

バッテ U —駆動のときにこのプランを使用すると、バッテ U — び通常よりち早く消費されま 
す。 

* I ■省電力」、「高パフォーマンス」は[追加プランの表示]の (5) をク1」ックすると表示されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちでさます。 

電源 プランの設定を変更、新規追加 『「電源 オプション」のヘルプ』 
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o 省電力の設定をする 


I 「電源オプション」は、 「 TOSH 旧 A eco ユーテイ U テイ」からも起動できまず。 

体節回 TOSH 旧 A eco ユーティ U ティ」 

I ヘルプの起動方法 


r 電源オプション」を起動後、画面ち上の @ボ タンをクリックする 


□ 


V じ コシト□—ルパみ UWt ち 


ク 


国 


酒をとシステム設定（デイスプ U イの巧るさやスリ-前 


读示例） 


表示された一覧か5知りたい項目をクリックずる 

該当するページび表示されます。 


起動方法 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （^) をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックする 

[夕兰 システムとセキュリテイ]一[ぶ電源オプション]をクリックする 

「電源オプション」び起動します。 


ぶ巧メモ 




'八ツテリ I 駆動で使う 


〇 















o 省電力の設定をする 


TOSHIBA eco ユーテ イリテイ 


「TOSH 旧 A eco ユーティI」ティ」では、パソコンの消費電力をおさえるためのさまざまな設 
定び行えます。 

■ eco モード 

「eco モード」を有効にすると、東芝の推奨する設定によって、電源プランやディスプレイの明 
るさなどを自動的に調節して、消費電力をおさえます。 

■貢献履歴 

消費電力の低減によって、どれだけ環境の保護に貢献でさたかび、イメージやグラフなどで表 
示されます。 

一日ごと、または月ごとに6隹認できます。 

■ピークシフト 

昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活巧し、電力需要の平準化を実現し 
ます。たとえば夏期の日中など電力使用のピーク時間帯には自動的に AC 電源か日の電力供給 
を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に充電したバッテ U —でパソコンを動作させる 
電源管理機能を備えています。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でち使用でさますび、複数台数で同じ時間帯に制御するこ 
とによってその効果を発揮します。制御するパソコンの台数は多ければをいほど効果び大さく 
なります。 

■バッテリーライフサイクル 

バッテ U —の充電方法で 「eco 充電モード」を有効にすると、バッテ U — フル充電時の容量を 
おさえて、バッテ U —の機能低下を遅くできます。パソコンの電源コードと AC アダプターを 
コンセントに接続したまま使用される方におすすめです。ただし、バッテ U —のフル充電の容 
量び少なくなるため、バッテ U —での駆動時間は短くなります。 

於！ メモ 

•表示されるメニューは、モデルにより異なります。 
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o 省電力の設定をする 


TOSHIBA eco ユーティ U ティの設定は、巧の手順で行います。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （回） をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ユーティリティ]— [eco ユーティリティ 圆] をクリックする 

[TOSHIBA eco ユーテイI」テイ]画面び表示されます。 


圆 

OCO ユ—テイ IJ テイ 


TOSHtM « C 02 ■そ W か.乂 * •が，,,&&♦も*。*,. S 
請か？んパ'れ W かが" KSIH / 巧. 




iUUtn, 

C02 

COSIKfc* 

C 02 MM 


♦.sw 

ovrtt 


[• ert - "■■ホ - "•«» /化•レけ. 

nsfmscc>/Tttt. 


读示例） 


初回起動時は、[はじめにお読みください]画面び表示されますので、[同意する]を 
チェックし、[〇のボタンをク U ックしてください。 

P 画面左側か5設定するメニューをクリックずる 

「TOSH 旧 A eco ユーテイ U テイ」の詳細は、ヘルプを参照してください。 


ヘルプの起動方法 


[TOSH 旧 A eco ユーティリティ]画面で[ヘルプ]をクリックする 

「TOSH 旧 A eco ユーテイ U テイ」のヘルプび表示されます。 
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o 省電力の設定をする 


お立つ操作集- 

ディスプレイ省電テクノ □ ジー 

「ディスプレイ省電テクノ□ジー機能」は、本体液晶ディスプレイに表おする映像のコントラストと明 
るさを自動的に調整することにより、バソコンの電力消費をほ減させるちのです。 

次の2つの条件を満たした場合にこの機能び使用でさます。 

•パ' ッテ U —駆動で使用中 
• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

本機能は購入時の状態では、有効に設定されています。本機能を無効にする場合には、次の手順で設 
定してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]画面をク U ックずる 
デスクトップ画面び表示されまず。 

② デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場所にポインターを移動し、 
ちク1」ックする 

③ [グラフィックプ□パティ]をク U ックずる 

[なのアプ U ケーシヨンモードのいずれかを選択してください]画面び表示された場合は、[基本 
モード]を選択し、 [0K] ボタンをク U ックしてください。 

④ 画面を側の廣翻をク U ックし、區翻で[バッテリー駆動]を選択ずる 

⑤ [節電機能]で[ディスプレイ省電テクノ□ジー]のチてックをはずす 

⑥ [0K] ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[〇のボタンをク U ックしてください。 

本機能を有効にする場合は、[ディスプレイ省電テクノロジー]をチェックしてください。 
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6 章 


■ システム房巧の巧ち 


本製品を使用ずるときの、システム上のさまざまな環境を設定ずる方 
法について説明しています。 


1まちシステムセッティング . 106 

2 BIOS セットアップ . 107 

3パスワードセキュリティ . 117 


4インテルアンチセフトテクノ □ジーの設定...140 








ままシステムセツテインク 


r 東芝システムセッティング」を使い、 Windows 上でシステムの設定を変更できます。 

複数の ユー ヴ ーで 使用する場合ち、設定内容は全 ユー ヴ ーで 共通になります。 

I 設定方法 _ 

S スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

0 [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （回） をダブルクリックする 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

f [ユーティ U ティ]--[システムセッティング BI] をク U ックする 

r 東芝システムセッティング」び起動します。 

B さ機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

再起動び必要な項目の設定を変更すると、パソコンの再起動を行ラよラメッセージび表示され 
この場合、すぐに再起動を行って設定を有効にしてください。 
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^システム環境の変更 








Main 

■ System Time ( システム時刻） 

時刻の設定は @ キーまたは臣 Z ] キーで行います。 

時と分と秒の切り替えは、キーで行います。 

■ System Date ( システム日付） 

日付の設定は i F 6 i キーまたは I f 7 i キーでわいます。 

年と月と曰の切り替えは、巧な1キーで行います。 

■ CPU Type 

本体に搭載されている CPU のタイプび表示されます。 

■ CPU Speed 

本体に搭載されている CPU のスピードび表示されます。 

■ HDD/SSD 

本体に搭載されている SSD のタイプと容量び表示されます。 

■ Total Memory Size 

本体に取り付け日れているメモ U のメモ U 総容量び表示されます。 

■ System BIOS Version 

搭載されている BIOS のバージョンび表示されます。 

■ EC Version 

EC のノ（ージョンび表示されます。 

■ Language 

BIOS で使用する言語を遲択します。 


- English (標準値） . 英語 

• Francais . フランス語 



BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなが日実行することはできません。 
印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの設定項目について説明します。 

日 IOS セットアップの操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用し 
てください。 
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設定頂目 





システム環境の変更 


















O BIOS セツトアップ 


Security 

■ BIOS Password 

ユーヴーパスワードやスーパーバイヴーパスワードを登録/削除/変更します。 

• Use 广 

ユーヴーパスワードを登録すると、起動時のシステムへのアクセスを制限でさます。 

ユーヴーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティ U ティ」で行ラことを推 
奨します。 

詳細について体章且-のユーザーパスワード」 

- Not Registered (標準値）...ユーヴーパスワードび登録されていないときに表示される 
- Registered . ユーヴーパスワードび登録されているときに表示される 

〈ユーザーパスワードを忘れてしまつたとき〉 

ユーヴーノ（スワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 
ユーヴーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。またそ 
のとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• Supervisor 

スーパーパ'イヴーパスワードを登録すると、セットアップへのアクセスを制限でさます。 
スーパーパ'イヴーパスワードの登録/削除/変更は r 東芝パスワードユーティ U ティ」で行ラ 
ことを推奨します。スーパーパ'イヴーパスワードを BIOS セットアップで登録すると、操作び 
一部制限されます。 

詳細について「本章0■居]スーバーバイザーパスワード」 

- Not Registered (標準値）...スーパーパ'イヴーパスワードび登録されていないときに表 

示される 

. Registered . スーパーパ'イヴーパスワードび登録されているときに表示 

される 

■ HDD/SSD Password 

HDD/SSD の HDD ユーヴーパスワードや HDD マスターパスワードを登録/削除/変更しま 
す。 

• Mode 

HDD/SSD の HDD パスワードモードを設定します。 


- User Only (標準値） . HDD/SSD の HDD ューヴーパスワードのみを登録する 

- Maste 「 +Us 乱 .HDD/SSD の HDD マスター ノ （スワードと HDD ユーヴ パ 


スワードを登録する 

• User 

HDD/SSD の HDD ユーヴーパスワードを登録/削除/変更します。 

詳細について体章日-团 HDD バスワード」 

- Not Registered (標準値）.. .HDD ユーヴーパスワードび登録されていないときに表示さ 

れる 

.Registered.HDD ユーヴーパスワードび登録されているときに表示される 
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O BIOS セツトアップ 


• Master 

HDD / SSD の HDD マスターパスワードを登録/削除/変更します。 

「 Mode 」 び 「Master + User 」 の場合のみ表示されます。 

HDD バスワードの設定方法「本章日-团 HDD バスワード」 

- Not Registered (標準値）.. . HDD マスターパスワードび登録されていないときに表示さ 

れる 

.Registered . HDD マスターパスワードび登録されているときに表示される 

■ Secure Boot 

Secure 日 00 1 機能を設定します。 

「 Advanced 」 メニユーの 「System Confi 邑 uration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「UEFI Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 

.Disabled . Secure 日 00 1 機能を無効にする 

.Enabled (標準値) . Secure Boot 機能を有効にする 

• Clear Secure Boot keys 

スーパーパ'イヴーパスワードを登録すると、設定できるようになります。また 、 「Secure 
Boot 」 を 「 Disabled 」 に設定した場合のみ設定できます。 

Secure Boot 機能に関するキー情報を削除し、 Secure 日 00 1 機能をセットアップモードに 
します。 

於？ メモ 

•「目 00 1 Mode 」 を |" CSM 目 00 1 」 に設定している場合、 「 Secure 目 00 りは表示されません。 

•「目 00 1 Mode 」 を rUEFI Boot 」 に設定している塌合、！" Secure 目 00 1 」 を 「 Enabled 」 に設定すると、 
「目 00 1 Mode 」 を変更できなくなります。 

•「 Secure 目 oot 」 を Enabled 」 に設定している場合 、 「Clear Secure 目 00 1 keys 」 は設定できませ/ u 。 


■ Boot Menu 

スーパーバイヴーパスワードを登録すると、設定でさるよラになります。 

ユーヴーパスワードでパソコンを使用するユーヴー（ユーヴー権限）に巧し、 [777] キーを使つ 
たドライブの起動を制限することびでさます。 


- Disabled 鳩準値） . 無効にする 

• Enabled . 有効にする 


な一) (-バイザー/(スワードを忘れてしまつたとき〉 

スーパーバイヴーパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんヴポートに相談して 
ください。スーパーバイヴーパスワードの解除を東芝 PC あんしんヴポートに依頼する場合は、 
有料です。またそのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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O BIOS セツトアップ 


KM PowerManagement | 

■ Wake on Keyboard 

キーボードによる Wake - up 機能を設定します。 


- Enabled . ち効にする 

- Disabled 鳩準値） . 無効にする 


■ Critical Battery Wake-up 

に 「itical Battery Wake - up 機能」を設定します。 「 Critical 日 attery Wake - 叩機能」とは、 
ス I 」ープ状態の間にバッテ I 」一の残量び少なくなった場合、自動的に休止状態になり、データ 


を SSD に保をします。 

.Enabled (標準値) . Critical Battery Wate - 叩機能を有効にする 

.Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 


「 Critical 日 attery Wak 卜 up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定び必要です。 
次の操作を行って、設定してください。 

① [ コント □- ルパネル ] を開き、 [ システムとセキュリティ ] の [ 電源オプション]をクリッ 
クずる 

② 利用ずるプランを遺択し、 [ プラン設定の変更]をクリックずる 

③ [ 詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

④ [ 電源オプション ] 画面の [ 詳細設定 ] タブで、 [ パ ’ ッテリ]をダブルクリックする 

⑥ [ パ ’ ッテリ切れの動作 ] をダブルクリックし、表示された項目で「パ ’ ッテリ駆動」を[休止 
状態]に設定する 
⑥ [ 0 K ] ボタンをクリックする 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

- Dynamic Switch (標準値).. .. CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を有効にし、使 


用状況に応じて CPU 周波数を自動的に切り替える 

.Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を高周波数にしてノ（ソコンの処理能力を優先する 

- Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を低い周波数にしてパソコンのバッテ U —駆動 
時間を優先する 


■ Core Multi-Processing 

CPU の動作モードを設定します。 

- Enabled (標準値) . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Single Core モードに設定する 

■ Intel Turbo Boost Technology 

* 対応している CPU のみで表示されます。 

インテル®ターボ-ブーストを設定します。 

- Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 
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O BIOS セツトアップ 


■ SATA Interface setting 

SATA デノ（イスの性能とバッテ U —駆動時間の優先度を設定します。 

.Performance (標準値） ........ SATA デバイスの性能を優先する 

- Battery life . バッテ U — 駆動時間を優先する 

■ Keyboard Backlight Control Mode 

キーボードバックライトの設定をします。 

•TIMER (標準値) . キーボードのキーを巧してか日、キーボードバックライト 

び一定時間点灯するよラに設定します。 

• ON . キーボードバックライトをオンにします。 

- OFF . キーボードバックライトをオフにします。 

■ Backlight Lighting Time 

キーボードのキーを巧してか日、キーボードバックライトび点打する秒数 (1-60) を設定し 
ます。初期設定は、「1已」です。 

秒数の設定は@キーまたは臣司キーで行います。 

■ BIOS Power Managem 飢 t 

OSLU 外の省電力機能を設定します。キーを巧すと、画面び切り替わります。元の画 
面に戻るには I だ づキーを巧します。 

[BIOS Power Management 画面】 


■ Battery Save Mode 

バッテ I 」ーセーブモードを設定します。 

「Battery Save Mode 」 の設定項目は;欠のように表示されます。 



Full Power 

Low Power 

User Setting 

Processing Speed 

High 

Low 

項目ごとに設定を 
変更でさます。 

CPU Sleep Mode 

Enabled 

Enabled 

LCD Brightness *1 

Super-Bright 

Bright 

Cooling Method 

Maximum Performance 

Battery Optimized 


* 1 「 Advanced 」 メニューの 「System Configura 加 n 」 で、旧 oot Mode 」 を fCSM BootJ に設たした 

場合のみ表示されます。 

* 2 電源コードと AC アダプターを接続している場合の表示内容です。 

「Battery Save Mode 」 の項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要び 
あります。 


• High . 処理速度を高速に設定する 

• Low . 処理速度を低速に設定する 
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O BIOS セツトアップ 


• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとさ、電力消費を低減します。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度び遅くなることびあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 


• Enabled . 電力消費を低減する 

.Disabled . 電力消費を低減しない 


• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 をに SM 
Boot 」 に設定した場合のみ表示されます。 

- S 叩 e 「- B「ight . 最高輝度に設定する 

.Bright . 高輝度に設定する 

- Semi-Bright . ほ輝度に設定する 

• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を設定します。 CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。 


- Cooling Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、をにフアンを 

使巧して冷却する 

- Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度び上昇したときに、おこフアンを 

使用して冷却し、に 001 in 邑 Optimized 」 よりもフアン音び 
静かな状態を保ち温度を下げる 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、をに CPU の処 

理速度を落として冷却する 

■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 

- Enabled (標準値) . PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費電 

力をおさ文る 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先する 

.Auto . バッテ U - 動作中かつ PCI Express デバイスび使用されて 

いないとさに、消費電力をおさえる 


KS Advanced 

■ Virtualization Technology 

インテル®バーチャライゼーシヨン-テクノ□ジーを設定します。 

- Disabled . イま巧しなし'! 

. VT-X & VT-d . VT-X & VT - d 機能を有効にする 

• VT-X Only (標準値） . VT - x を有効にする 

- VT-d Only . VT - d 機能を有効にする 

( CPU によっては表示されない項目びあります） 
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O BIOS セツトアップ 


■ Rapid Start Entry after 

Intel ® Rapid Start Technolo 邑 y でス U — プから休止状態に変わるまでの時間を設定します。 
rintel ( R ) Rapid Start Technolo 旨 y 」 で 「 Enabled 」 に設定している場合のみ、設定を変更 


でさます。 

- Immediately . ス U - プに入るとすぐに休止状態になります。 

-10 minutes . ス U - プから] 0分後に休止巧態になります。 

■ 2 hours (標準値） . ス U - プか52時間後に休止巧態になります。 

■已 hours . ス U - プから已時間後に休止状態になります。 

• 24 hours . ス U — プか日24時間後に休止状態になります。 


■ Beep Sound 

Windows OS じ(外でのビープ音を設定します。 

OFF 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ Sleep and Charge 

US 日の常時給電を設定します。 


- Disabled 鳩準値） . 使用しない 

• Auto Mode . USB の常時給電を有効にし 、 Auto Mode で使巧する 

• 2.0 A Mode . USB の常時給電を有効にし、 2.0 A Mode で使用する 


■ System ON CDP Charge Mode 

^ アイコンび付いている US 日コネクタへ電源 ON 状態のときに US 日バスパワー （ DC 已 V )を 
最大].已 A まで供給します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled 鳩準値） . 無効にする 

113 


■ Intel (R) AT 

インテル®アンチセフト-テクノ□ジー（パソコンの紛失や盗難時に、パソコンを無効化する 
セキュ U ティ機能）を利用可能にする設定です。 

- Enabled (標準値） . 使巧する 

- Disabled . イま用しなし'! 

■ Intel (R) AT Suspend 

インテル®アンチセフト.テクノ□ジーを一時的に無効にするための設定です。 

.Enabled . 使用する 

- Disabled (標準値） . 使巧しない 

インテル®アンチセフト-テクノ□ジーを利用しているとさのみ設定でさます。 

Intel ( R ) AT Suspend を使用する場合事前に rintel ( R ) AT 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Intel (R) Rapid Start Technology 

ス U — プか日一定時間後にイ木止状態に変わる、 Intel ® Rapid Start Technology を設定します。 
詳細についてに章已-团スリープか 6- 定時間後に休止状態にする」 


.Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . イま巧しなし'! 


システム環境の変更 





















O BIOS セツトアップ 


■ USB Power in Sleep Mode 

ス U - プ中でち、 US 日コネクタに US 日バスノの一 ( DC 已 V )を供給します。 

.Enabled . 有効にする 

• Disabled 鳩準値） . 無効にする 

■ USB Legacy Emulation 

USB キーボード、マウスなどのレガシーヴポートを設定します。 

- Enabled (標準値) . レガシーサポートを行う 

ドライノ（一なしで USB キーボード/ USB マウスなどび使 
用でさます。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

ruSB Legacy Emulation 」 び Enabled 」 に設定されていても、に han 吕 e Boot Order 」 
び 「 HDD/SSD 一 USB Memory 一 USB ODD 」 の場合は、本体の SSD か日起動します。 

■ USB Memory BIOS Support Type 

コンピューターの起動に使用する US 日フラッシュメモ u を設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Confi 吕 uration 」 で 、 「Boot Mode 」 をに SM Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 


- HDD (標準値） . US 曰フラッシュメモ I 」を HDD として扱ラ 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order ] での 「 HDD / SSD 」 の順位です。 

• FDD . USB フラッシュメモ U を FDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order ] での 「 FDD 」 の順位です。 


■ Change Boot Order 

システムを起動するディスクドライブの順番を @ キーまたは臣司キーで設定します。 
通常は;欠の順番（標準値）に設定してください。 

1 HDD/SSD 

2 USB Memory 

3 USB ODD 

■ System Configuration 

臣^司キーを巧すと、画面び切り替わります。元の画面に戻るには弓キーを巧します。 

[System Configuration 画面】 

■ Wireless LAN 

無線 LAN を設定します。 


.Enabled (標準値) . 使用する 

.Disabled . ■(ま用しなし、 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、を Vl + I 切]キー(無線通信機能の ON / OF 円は使用できなくなります。 
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O BIOS セツトアップ 


■ Bluetooth 

* Bluetooth 機能搭載モデルのみ表示されます。 
Bluetooth を設定します。 


.Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . イま用しなし'! 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、圧 / yj + と幻キー(無線通信機能の ON / OF 円は使用できなくなります。 

■ Internal Pointing Device 

タッチパッドを設定します。 

- Enabled (標準値) . 使用する 

.Disabled . ■(ま用しなし、 

■ Web Camera 

Web カメラを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使巧する 

- Disabled . イま用しなし、 

■ SD Host Controller 

ブ U ツジメディアス□ットを設定します。 

.Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . イま巧しなし'! 

■ Internal USB 3.0 Controller 

USB 3.0 ポートの動作を設定します。 

.Enabled (標準値) . US 日 3.0 ポートとして使用する 

.Disabled . US 日 2.0 ポートとして使用する 

■ Memory Performance Mode 

メモ U の使用方法を設定します。 

- Enabled (標準値) . バッテ U - 駆動時間よりシステム処理能力を優先させる 

- Disabled . システム処理能力よりバッテ U - 駆動時間を優先させる 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント□ー ラーモードを設定します。 

「 Advanced 」 メニユーの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 をに SM Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 

- AHCI (標準値） . Windows 8用のモード （ AHCI ) 
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O BIOS セツトアップ 


■ Boot Mode 

Boot Mode を設定します。 

.UEFI Boot (標準値） . GPT (QUID Partition Table ) で初期化された HDD / 

SSD か b の起動に対応する 

•GSM Boot . MBR (Master Boot Record ) で初期化された HDD / 

SSD か日の起動に対応する 

メモ 

• [Boot Mode 」 を fUEFI Boot 」 に設定している場合、 |~ Secu 「 け y 」 メニューの ["Secure Boot 」 を 
「 Enabled 」 に設定すると 、 「Boot Mode 」 を変更できなくなります。 


■ Boot Up NumLock Status 



外付け USB キーボードなどを使用している場合、起動時のテンキーの入力状態を設定します。 


•ON (標準値） . テンキーを Numeric Mode (ニユーメ U ックモード）で起 

動し、テンキーの数字などの文字を入力でさる状態にする 
(数字□ックモード） 

-OFF . テンキーを Arrow Mode (ア□-モード）で起動し、テン 

キーをカーソル制御キーとして使用でさる状態にする（ア 
□ー モード） 


シ 

環 

境 

の 

変 

要 


起動後は、 0 S の設定に従って入力状態び設定されます。 

また、外付け USB キーボードの [ NUM LOCK 1 キーを巧すことで 、 Numeric Mode と Arrow 
Mode を切り替えます。 

於 t メモ 

• 本設定は、すべてのが付け USB キーボードに対する動作を保証するをのではありません。 


MiM Exit 


■ Exit Saving Changes 

変更を保をして日 lOS セツトアップを終了します。 


■ Exit Discarding Changes 

変更を保をしないで BIOS セットアップを終了します。 

各種パスワード 、 riVlainJ メニューの 「System Time 」 と 「System Date 」 の各設定については、 
変更前の状態に戻りません。 


■ Load Setup Defaults 

すべての設定項目を標準値にします。 

各種パスワードなど一部の設定については、標準値に戻りません。 


■ Save Changes and Power Off 

変更を保をしてパソコンの電源を切ります。 
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パスワードセキユリテイ 


パスワードとは、パソコンや Windows の起動時などに入力する、認証用の文字列のことです。 
パスワードび設定されている場合、あ日かじめ決めた文字列を正しく入力しないと起動でさま 
せん。 

このため、自分にしかねからないパスワードを設定しておけば、ほかの人びパソコンや 
Windows を起動できなくなるため、データを見日れたり、誤って消されてしまうむ配び少な 
くなります。 

一度設定したパスワードは、後か日変更したり、削除したりすることびできます。 

パスワードにはいろいろな種類びあります。 

• Windows パスワード 

Windows の起動やスク U - ンセーバーか日の復帰のときに、パスワードを入力しなければ 
起動でさな < なります。 

使用者として登録しているユーヴーび、それぞれ別々に設定でさます。 


•ューザーパスワード （ BIOS パスワード） 

電源を入れるとさや休止状態か日復帰するとさに、パスワ- 
くなります。 


ドを入力しなければ起動でさな 


• スーパーバイザーパスワード （ BIOS パスワード） 

日の S セットアップの設定を変更できないよラにするなど、いくつかのパソコン本体の設定 
について制限をかけ日れます。管理ちユーヴーび使巧します。 

• HDD パスワード 

本体の SSD を保護します。電源を入れるときに HDD パスワードを入力しなけ机ま'起動でき 
なくなります。万びーパスワードを忘れた場合、永久に SSD を使用でさなくなる、非常に 
強固なセキュ U テイです。 


ぶずメモ 


• スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードでは、違ラ文字列を使用してください。 

•パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力するとをは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボードの 
文字キーを押して直接入力してください。 



パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種をお 
認後、ま芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 

パスワードの解除をま芝 PC あんしんヴポートに依頼する場合は有料でず。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、 SS □は永义に使用でさなくなり、交換対応となります。 

この場合ちち料です。またどちらの場合を、身分証明書（お客様自身をお認できる物）の提示び 
必要となります。 
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^システム環境の変更 


















O パスワードセキュ u テイ 


I パスワードにほ用できる文を _ 

ユーヴーパスワード、スーパーパ'イヴーパスワード、 HDD パスワードに使用でさる文字は次 
のとおりです。 

アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

0123456789 

記号の一部（半角） 

::,.(スペース）など 

使用できない文字 

. 全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 

【例】漢字、カタカナ（全角/半角）、ひらびな、日本語入カシステム 
び供給する記号 など 

-記号の一部（半ち） 

【例】；（バーチカルライン） 

_ (アンダーバー） 

¥ (エン）など 

-ほかのキー (| SH / f 7 ■キーや ICAPSLOCK 英数 1キーなど）と同時に使用 
しないと入力でさない文字 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラー度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記「使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードか日]文字ずつ直接入力してください。 
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^システム環境の変更 

















O パスワードセキュリティ 


—ザーパスワード 


r ユーヴーパスワード」は、電源を入れるときや休止状態か日復帰するときに、決まった文字を 
入力しなければ起動でさなくする機能です。 

ユーヴーパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティ U ティ」で設定します。また、登録し 
た文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 


ま泛パ スワードユーテイリテイでの 設定 


宣録 


ユーヴーパスワードを登録する手順を説明します。 HDD パスワードちあわせて登録でさます。 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （!®) をダブルクリックす 
る 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ユーテイリテイ]一[ユーザーパスワード HI] をクリックする 

r 東芝パスワードユーテイ U テイ」び起動します。 


[登録]ボタンをクリックする 


~〇1 



東芝パスワードユーテイ I 斤イ 


ユ-ザバスワ-ド I 


こが穴は、ュ-ザバスつ-化田ずる設定を巧います. 
ユーかなワード 


き気 


磯 


空-至 


K - 巧ソ i 巧 I 


キでル] 納 


[ユーヴーパスワードの登録]画面び表示されます。 
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^システム環境の変更 


































o パスワードセキュリティ 


[入力：]にパスワードを入力ずる 

ノ（スワードは曰日文字じ(内で入力します。 


ユ-ヴパスワ-ド備録 

巧 w 、 パスワー時入力して、恆なげ9ぶ巧して下ざい， 
巧 tc 、 バスワ-ド 

入力： 

巧記入力： 


届 


HDD ユー ヴバ スワ、 防)登な 

n 同時じ HDD ユーヴ"スワー巧:同じ：たま:巧を 


因 


登なする， 


i お田巧巧.. 


キ六ぶル 


バスワードに使用でさるで字「バスワードに使用でさる文字」 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

Q [同時に HDD ユーザーパスワードに同じ义字列を登録する。]にチェッ 
クびついているか確認する 

チェックびついている場合、ここで設定したユーヴーパスワードび HDD パスワード 
M としてち登録されます。 

I HDD パスワードについて 「 HDD バスワード」 

ユーヴーパスワードのみ登録する場合は、チェックをはずしてください。 


[登録]ボタンをクリックする 

入カ エラーの メッセージび表示された場合は、 [0 のボタンをク U ックして画面を閉 
じ、手順0か日操作をやり直してください。 

手順〇で[同時に HDD ユーヴーパスワードに同じ文き列を登録する。]にチェック 
をしていない場合は、手順圧]に進んでください。 

チェックをしている場合は、 「 HDD ユーヴーパスワードを登録しようとしています。」 
といラ画面び表示されます。 

メッセージの内容を確認し、[登録]ボタンをクリックする 



システム環境の変更 






































O パスワードセキュリティ 


パスワードファイルを作成する場合は [0K] ボタンをクリックする 

パスワードの文字列をファイルとして保をしておくことを推奨するメッセージび表示 
されます。 

このつ ァイルをノ（スワードファイルと呼びます。 

パスワードファイルを保管しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機 LU 
外の機器でパスワードを確認することびでさます。 


賊バスワードユーテイりテイ 


~ D 1 


み 


必要であ n ば、登録しむなワーは字巧を、メなかりにテキス h 方イ…こきき 
出すなができ巧. 

テキスト方イルはリム-イヴルメディア上に巧ぶして、を全なち而こな菅ずることを 
が巧势'巧. 

方イ謙ぶしない毎合は' けホ >它ル〕ボタンを押して下さい. 


キ P ン它ル 


パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ツクしてください。 
[0 K ] ボタンをク U ツクすると、[名前を付けて保存]画面び表示されます。 

パスワードファイルを作成ずる 

ノ（スワードファイルの保存先は、 USB フラツシュメモ U などの記録メディアを推奨 
します。あらかじめ用意しておいてください。 

① 記録メディアをセツトする 

② [保存する場所]で保存先を選択する 

③ ロァイル名]にファイル名を入力する 

④ [保を]ボタンをク U ツクする 



乞 At 巧け CSC 


a 


み 

■£ 11 ふしが lA ’ 

■ 

巧ク b プ 


，お 




KM 

が♦-か—が Mil 


-② 


み 


ィ 


G 


■③ 


DC 


D —④ 


(表示例） 

ノ（スワードファイルび選択した保存先に作成されます。 

手順〇で[同時に HDD ユーヴーパスワードに同じ文き列を登録する。]をチェック 
している場合、「今すぐコンピューターを再起動しますか？」といラ画面び表示され 
るので、[いいえ]ボタンをク I 」ックします。 


[東芝パスワードユーテイ U テイ]画面び表示されます。 
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^システム環境の変更 

























パスワードセキュ u テイ 


必要に応じて、[パスワードの注釈：]を入力する 



転パスワードユーテイ I 斤イ 


ュ-ザパスヮ-ド 


この5の!は、ユ-ザバストドに窗する設をを巧い巧 
ユーザパスワード 


登沒 


パスワー•城： 


km 


をち 



ジョソ！巧 


軒シむレ] 船(の 


[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録でさます。登録す 
ると、パスワードの入力び必要なとさに、登録した文字列び表示されます。 

使用でさる文字列はユーヴーパスワードと同様です。 

バスワードに使用でさるで字について「本節-バスワードに使用でさる夕字」 
パスワード文字列そのちのを登録しないでください。 

[0K] ボタンをクリックする 

ユーヴーパスワードび登録されます。 

手順〇で[同時に HDD ユーヴーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェック 
をした場合は、必ず電源を切る、または再起動してください。 


•パスワードファイルを保存した記録メディアは、ま全な場所に保管してください。 


ぶすメモ 


パスワードを忘れてしまったとをのために、必ずパスワードを控えてください。 
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システム環境の変更 









































パスワードセキュリティ 


削除 


ユーヴーパスワードを削除するには、巧の手順を実行してください。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （^) をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ユーティリティ]一[ユーザーパスワード EI] をクリックする 

r 東芝パスワードユーティ I 」ティ」び起動します。 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認 i 正について「本節巧]バスワードの入力」 

悄リ除]ボタンをクリックする 


U 


東ミパスワードユーテイ I 斤イ 



ュ-ザバスワ-ド I 


こが巧は、ユ-ザバスつ-ドに困ずる設まを巧い巧. 


ユーザバスワード 


登括 JI r をま 1 


パスつ一 W )* 鄉； 


バ-巧ソ1巧 


触(が 


[ユーヴーパスワードの削除]画面が表示されます。 

悄リ除]ボタンをクリックする 


ユ-ヴパスワ -ra 削除 

"スワー巧岂 IJ 拾する朗.椒民の設なげぶちです* 

削院がさンを巧して、留泣を巧った上マバスヮー怖削ぉ？れまォ* 


キ^>ンむレ 


確認のメッセージび表示されます。 



システム環境の変更 








































O パスワードセキュ u テイ 


3 メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 



[ユーヴーパスワードの削除認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認 i 正について「本節巧 ] バスワードの入力 J 

認証は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴー権限で行っ 
てください。 

確認のメッセージび表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 



パスワードび削除されます。 



システム環境の変更 





































パスワードセキュリティ 


をち 


ユーヴーパスワードを変更するには、巧の手順を実行してください。 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （^) をダブルクリックする 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ユーティリティ]一[ユーザーパスワード EI] をクリックする 

r 東芝パスワードユーティ I 」ティ」び起動します。 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認 i 正について「本節巧]バスワードの入力」 

a [変更]ボタンをクリックする 



東ミパスワードユーテイ I 斤イ 


ュ-ザバスワ-ド I 


こが巧は、ユ-ザバスつ-ドに困ずる設まを行い巧. 
ユーザバスワード 


き沒 


パスつ一 W )* 鄉； 


を軍 


巧ソ1巧 


キだ 々 J レ 里用(が 


[ユーヴーパスワードの変更]画面び表示されます。 



システム環境の変更 
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O パスワードセキュ u テイ 


[入力：]に新しいパスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

パスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でさる夕字」 


ユ-ヴバスワ-ドのを更 

バス〇 — 史至するじは、巧 P 民の記註ぴぶまで t * 

巧 LC 、 バスワ-時入力しおまげクぶ巧してくだな、 
1211を巧つを上でバス 9— W 史まぞれます* 


10 \ 


巧 U 、 バスワ-ド 


入力: 
巧記入力: 


キりン6ル 


パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 


0 [確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 


[変更]ボタンをクリックする 

確認のメッセージび表示されます。 


V 



システム環境の変更 


% 






























O パスワードセキュリティ 


メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 


東ミバスワード；!ーテイリテイ 


~D1 


み 


BIOS ユ-ホ(スフ-巧をましよお:してい巧. 

をし HDDIL- ザバスワードが登録が!ていてにの送巧によってはをきされなしゆ 
で、 BlOSH-tf バスフ-ドと HDD ユ-め(スワ-の雨き5竟えておくお要カホり 
ます- 

またこの面萄こまなる夕宇列が IS をなI か、 同じ义钟 J に錦しなおなこめ(こ 
は BIOS SETUP をを ffl ずる必要たホり巧， 

な上をまおした上で、を更をちけますか？ 


キで>^レ 


[ユーヴーパスワードの変更認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されていないので、本手順0、0で入力したち 
のではなく、その前に登録しておいたパスワードを入力してください。 

認 i 正について「本節巧]バスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴー権限で行っ 
てください。 

パスワードび変更されます。 

変更したパスワードの文字列をファイルとして保をしておくことを推奨するメッセー 
ジび表示されます。 



パスワードファイルを作成する場合は [0K] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
バスワードファイルの作成方法「本項登録」の手順 ED 
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^システム環境の変更 



















O パスワードセキュ u テイ 


BIOS セットアップでの設定 

BIOS セットアップでの設定は、 「 Security 」 メニューにある 「BIOS Password 」 の 「 Us 乱」 
で行います。 


■宣録 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 



データを保巧し、巨^キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して居をを司キーを巧してください。 

に 6 〇： 11 「け乂」メニューで力ーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 |fA/7~f/?| キーを巧す 

パスワードび入力でさる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用できる文字は、「東芝パス 
ワードユーテイ U テイ」の場合と同様です。 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

|fA/7~f/?| キーを押す 

確認入力の画面び表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをちラー度入力してください。 



面 V7~fR| キーを押す 

パスワードび登録されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワーと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。任万巧のキーを巧し、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 

































O パスワードセキュリティ 


I 削除 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しなが5実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使巧してください。 



データを保巧し、 向^ キーを押しなびら[シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して居をを司キーを巧してください。 

に6(3111-け乂」 メニューで力ーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 | f / V 7~ fR | キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力ずる 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 

居^^互キーを 押す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。居をを固キーを巧し、手順0からやり直してください。 

|fA/7~fR| キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

確認入力の画面び表示されます。 

[enter I キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除されます。 


購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、 L ソ後パスワードの項目にカーソルび移動 
でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラー度設定を行ってくだ 
さい。 

日 IOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 




































O パスワードセキュ u テイ 


をち 


* この操作は、本マニュアルを参照しなが5実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

次の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使巧してください。 

n データを保巧し、 面^ キーを押しなびら[シャットダウン]をクリッ 
" クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して居万をのキーを巧してください。 


^ C ^ に6(3111-け y 」 メニューで力ーソルを 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 | f / V 7~ fR | キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力ずる 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 


9 


I ENTER \ 

W 新しいパ 
■ 入力した 
H 如ます 


キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

したパスワードび登録したパスワーと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 IRVT ■巧」キーを巧し、手順0からやり直してください。 


，•■新しいパスワードを入力し、 IfA / KRi キーを押す 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面び表示されます。 

手順 巧 で入力したパスワードをもう一度入力し、 面/ 7 雨] キーを押す 

パスワードび変更されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。万なのキーを巧し、手順0か日やり直してください。 


購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、 L ソ後パスワードの項目にカーソルび移動 
でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラー度設定を行ってくだ 
さい。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
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^システム環境の変更 





































パスワードセキュリティ 


3[スーパーバイザーパスワード 


「スーパーパ'イヴーパスワード」は、 BIOS セットアップの設定を変更でさないよラにするなど、 
いくつかのパソコン本体の設定について制限をかける機能です。 

スーパーパ'イヴーパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティ U ティ」で、 Windows 上か 
日スーパーパ'イヴーパスワードの設定や設定の変更びできます。なお、 BIOS セットアップで 
ち設定でさます。 

封メモ _ 

• 先にユーヴーパスワードび登録されている場合は、スーパーパ'イヴーパスワードの登録はできません。 
スーパーバイヴーパスワードとユーヴーパスワードを両方登録する場合は、一度ユーヴーパスワードを 
削除し、スーパーバイヴーパスワードを登録してからもう一度ユーヴーパスワードを登録してください。 
• スーパーバイヴーパスワードを登録すると、ユーヴーポ U シーを設定でさまず。ユーヴーポ U シーとは、 
複数のユーヴーでパソコンを使用している場合の、各ユーヴーの権限を設定する機能でず。 

• スーパーノ（イヴ ー J くスワードとユーヴーノくスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 

•パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 



Q スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 


f [デスクトップアプリメニュ ー] アイコン （!^) をダブルクリックす 
る 

r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

I [ユーティリティ]一[スーパーバイザーパスワード 0] をクリック 
する 

「東芝パスワードユーティ U ティ」び起動します。 

パスワードを登録している場合は、スーパーバイヴーパスワードで認証を行ってくだ 
さい。 

認証について「本節巧]-またバスワードユーティ U ティを起動したとき」 

Q [スーパーバイザーパスワード]タブで設定する 



シ 

之 

環 

境 

の 

変 

要 
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O パスワードセキュ u テイ 


I 操作方法 _ 

■登録、削除、変更 

スーパーパ'イヴーパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティ 
U ティ」でのユーヴーパスワードの設定方法と同様です。 

ユーヴーパスワードの設定を確認し、画面の指示に従って操作してください。 

ユーザーバスワード「本節 [ TI - KB ま芝バスワードユーティ U ティでの設定」 

なお、スーパーバイヴーパスワードを削除すると、ユーヴーパスワードち同時に削除されます。 


■ 一般ユーザーの操作を制限する 

スーパーバイヴーパスワードを登録すると、スーパーバイヴーパスワードを知らないユーヴー 
は「東芝システムセッティング」の設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加 
えることびでさます。 

スーパーバイヴーパスワードを登録した状態で、巧の手順を実行してください。 


n スーパーバイザーパスワード設定用の r まちパスワードユーテイリテイ」 
を起動する 

i 認証画面び表示されるので、スーパーパ'イヴーパスワードで認証を行ってください。 

’ 認 i 正について「本節巧]-東ちバスワードユーティ U テイを起動したとき」 



[スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更] 
ボタンをクリックする 

必要に応じて項目をチェックする 

[設定]ボタンをクリックする 

表示されたメッセージの內容を確認し、にのボタンをクリックする 

認証画面び表示されます。 

スーパーノ（イヴーノ（スワードで認証を行ってください。 

認 i 正について「本節巧]-ま忌バスワードユーティ U ティを起動したとき」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 










O パスワードセキュリティ 


^画 BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

BIOS セットアップでち、スーパーパ'イヴーパスワードを登録することびでさます。 

I 操作方法 _ 

■登録 

BIOS セットアップの 「 Security 」 メ ニュー で、 「BIOS Password 」 の 巧叩乱 visor 」 を選 
択して登録でさます。 

登録方法は、 BIOS セットアップでのユーヴーパスワードの登録方法と同様です。 

ユーヴーノ（スワードの登録を確認してください。 

「本節^ - B - 登録」 

■削除、変更 

日 IOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴーパスワードを登録してか日 BIOS セットアッ 
プを終了してしまラと、日の S セットアップではスーパーパ'イヴーパスワードの削除と変更び 
でさません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴーパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本項 ■■ 東ちバスワードユーティ U ティでの設定」 

また、日 IOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴーパスワードを登録してしまラと、次 
の操作ち制限され、設定びでさな<なります。 

- BIOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝システムセッティングでの設定変更 
- [ Z を]キーを使って起動ドライブを選択する 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴーパスワードの削除をしてか 
日、操作を行ってください。 


133 


^システム環境の変更 










O パスワードセキュ u テイ 


パスワードの入力 



♦パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許可による 
Wake - up がでさませんので、電源を入れ直して<ださい。 


I 電源を入れたとを/化止が態か5復帰するとを _ 

パスワードを登録している場合、電源を入れるとパスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。 

この場合は、巧の方法でノ（ソコン本体を起動します。 

I 登録したとおりにパスワードを入力し、居画因キーを巧す 

パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

パスワードを入力せずに約]分経過した場合ち、自動的に電源び切れます。 

その場合は電源を入れ直してください。 

I まちパスワードユーテイリテイを起動したとを _ 

ユーヴーパスワードを登録している場合、「東芝パスワードユーテイ U テイ」を起動すると、認 
証を巧める画面び表示されます。次の方法で認証を行います。 

P 認証をホめる画面び表示された5、パスワードを入力する 
口 [確認]ボタンをクリックする 

■■パスワードをちれてしまつた場合 

• パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードび必要になった場合は、本機 LU 外の機器でパスワードファイ 
ルを確認してください。 

上記の方法でパスワードの確認びできなかった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談して 
ください。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有料です。また 
そのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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^システム環境の変更 



























O パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーヴーパスワードと HDD マスターパスワードの2つを設定する 
ことび巧能です。 

■ HDD ユーザーパスワード 

各パソコンの使用ち自身び設定することを想定したノ（スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーヴーパスワードち削除されます。 

■ HDD マスターパスワード 

管理をなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスターノ（スワードは HDD ユーヴーノ（スワードの代わりに使えます 。 HDD ユーヴーパ 
スワードを忘れた場合でち 、 HDD マスターパスワードを入力して SSD にアクセスできます。 
なお 、 HDD マスターパスワードのみを登録することはでさません。 

組織などで HDD マスターパスワードを用いた運巧を検討した場合、各パソコンのユーヴーに 
巧してパソコン本体を配付する前に、あ日かじめ管理者び BIOS セットアップで HDD マスター 
パスワー ドと仮の HDD ユーヴーパスワードを設定しておく必要びあります。 
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HDD パスワード 


HDD ノ（スワードは、 SSD を保護するセキユ U テイ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


注意事頃 


登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



万び 一、 登録したパスワードを忘れた場合、修理■保守対応ではバスワードを解除できません。 
この場合、 SSD は永久に使用でさなくなり、 SSD の交換対応となりまず。この場合、ち料での 
交換となります。 

SSD び使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に巧して生じた、しか 
なる損失に巧してを、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD ノ f スワードの設赶こついては、この点を十分にごミ主意いただいた上でご使用ください。 



システム環境の変更 
























O パスワードセキュ u テイ 


HDD パスワードの登録 


* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか5実行してください。 

巧の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 

n データを保巧し、区西を]キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


ジ 


口 電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
" プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店をを固キーを巧してください。 

に6別|-け乂」メニユーで力ーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 IfA / KRi キーを巧す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせて | RVKR | キー 
を巧してください。 

パスワードび入力でさる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

パスワードに使用でさるで字「本節-バスワードに使用でさる夕字」 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 


I ENTER 

T ] 確認人ブ 


キーを 押す 

認入力の画面び表示されます。 


もう一度パスワードを入力する 

| fA /7~ fR | キーを押す 

パスワードび登録されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。店胃固キーを巧し、手順0か日やり直してください。 

HDD マスターパスワードを登録する場合は、 BIOS セットアップの 「 HDD/SSD Password 」 
の riVlode 」 で 「 Maste 「+ User 」 を還択します。表示された 「 Master 」 に HDD マスターパ 
スワードを設定し、続けて HDD ユーヴーパスワードの設定を行います。 

BIOS セツトアップの終了ち法『取扱説明書』 
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^システム環境の変更 































O パスワードセキュリティ 


電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店をを固キーを巧してください。 

に 6 別 |- け乂」 メニューで力ーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 IfA / KRi キーを巧す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせて | RVKR | キー 
を巧してください。 

パスワードび入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 

I キーを 押す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。 医 胃 固キーを 巧し、手順0か 日 やり直してください。 

キーを 押す 

ここでは何ち入力しません。 

確認入力の画面び表示されます。 

| fA /7~ f /?| キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除されます。 


HDD マスターパスワードを削除する場合は、 HDD マスターパスワードの削除を行ラと、同時 
に HDD ユーヴーパスワードち削除されます。 

HDD ユーヴーパスワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セツトアップの終了方法『取扱説明書』 
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ES HDD パスワードの削除 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

巧の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 

n データを保巧し、区西を]キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


^システム環境の変更 




































O パスワードセキュ u テイ 


^9 HDD パスワードの変ち 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行ずることはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか5実行してください。 

巧の操作には、ディスプレイを起こし、パソコン本体のキーボードを使用してください。 


n データを保巧し、区西を]キーを押しなび5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 


口 電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 



各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店をを固キーを巧してください。 

に6別|-け乂」メニューで力ーソルを 「 HDD/SSD Password 」 の 「 User 」 
に合わせ、 IfA / KRi キーを巧す 

HDD マスターパスワードの場合は、 「 Master 」 に力ーソルを合わせて | RVKR | キー 
を巧してください。 

パスワードび入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに「*」（アスタリスク）び表示されます。 


rEA/7~f/? I キーを押す 

新しいパスワードを入力する画面び表示されます。 

入力したパスワードび登録したパスワーと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。店万なのキーを巧し、手順0か日やり直してください。 



新しいパスワードを入力し、医^^キーを押す 

パスワードは]文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
でさません。間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面び表示されます。 


もう一度新しし、パスワードを入力し、 面 V7~f/?| キーを巧す 

パスワードび変更されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワーと異なる場合は、エラーメッセージび表示 
されます。任万巧のキーを巧し、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法『取扱説明書』 





































O パスワードセキュリティ 


■a HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると HDD パスワードの入力をうなびす 
メッセージび表示されます。 

この場合は、巧の方法でパソコン本体を起動します。 



•パスワード入力画面で自動的に電源び切れると、 USB 、 ス U —プ解除タイマーからの許可による 
Wake - up びできませんので、電源を入れ直してください。 


I 登録したとおりに HDD パスワードを入力し、胃司キーを押ず 

HDD パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 
パスワードを入力せずに約]分経過した場合ち、自動的に電源び切れます。 

その場合は、電源を入れ直してください。 



システム環境の変更 
























インテルアンチセフト 
テクノ□ジーの設ち 



r マカフイー.アンチセフト」は、インテル•アンチセフトテクノ□ジーを使用し、パソコンの 
紛失. 盗難時にデバイスを保護する機能を提巧する製品です。 

パソコンを紛失したり、盗難された場合に、パソコンを U モートか日□ックし、 Windows を 
起動させないよラにする事により、第=ちにパソコンのデータび盗まれることを防止します。 

マカフイー•アンチセフトを使用するには、「すべてのアプ U 」 または画面のち下にポップアッ 
プ表示されるメッセージか日、登録ウイヴードを起動し、表示される手順にしたびって、登録、 
ダウン□ー ド、インストール、セットアップを行います。セットアップ時に、□ック解除用の 
パスワードとメールアドレスの登録び必要になります。 

詳しくはマカフイー-アンチセフトのヘルプなどをご参照ください。 

r マカフイー-アンチセフト」を使用するためには、なの設定を完了する必要びあります。 

• Windows 上で「マカフイー.アンチセフト」をセットアップする。 

• 日 IOS 上で、インテルアンチセフトテクノ□ジーを有効にする。 

マカフイー.アンチセフトについて . 

• 無料使用期間はご使用開始より90曰間です。無料使用期間び過ぎますと、すべての設定び解除 
され、サービスび使用でをなくなります。無料使用期間中に有料にて正規サービスをお申し込み 
いただくことで、継続して使用することびでさます。 
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^システム環境の変更 
















□ インテルアンチセフトテクノ□ジーの設定 


■■セットアップする 

r マカフイー•アンチセフト」をセットアップする場合は、インターネット接続する必要びあり 
ます。インターネットに接続した状態で操作してください。 

起動方法は;欠のとおりです。 

Q スタート画面のタイルのない部分で、ちクリックする 
口 [すべてのアプリ]をクリックする 

n [マカフイーアンチセフト]の [|3|マカフイー アンチセフト]をクリッ 
ークする 

表示されるメッセージにしたびって操作し、インストールを行ってください。 


ぶ^ メモ 


• 登録された□ック解除用のパスワードとメールアドレスは忘れないようにしてください。 

•マカフイー•アンチセフトのセットアップを、一定期間バソコンをネットワークに接続せず、アンチセフ 
トサーバーと同期しなかった場合や、時計用バッテ U —び不足した場合などは、□ックの機能び動作し 
て起動時にロック解除用のパスワードの入力び必要になる場合びありまず。 

• 万び一、□ック解除用に登録したパスワードを忘れた場合は、マカフイー-テクニカルサポートセンター 
にお問い合わせください。 その際、登録したメールアドレスび必要となりまず。□ック解除用に登録し 
たメールアドレスを忘れた場合、パソコンの□ック解除びでさません。 

マカフイー-テクニカルサポートセンター （r マカフイーアンチセフトインスI-―ルウイヴード」 
のお問い合わせ先） 『dynabook ガイド已章□■回アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先』 



シ 

之 

環 

境 

の 

変 
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□ インテルアンチセフトテクノ□ジーの設定 


D インテルアンチセフトテクノロジーをお効にする 

* この操作は、本マニュアルを参照しなが日実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

ご購入時の状態では、インテルアンチセフトテクノ□ジーは有効 Enabled ) に設定されて 
います。無効 （ Disabled ) に変更する場合、(下の手順で操作を行ってください。 

n データを保存し、 向^ キーを巧しなびら[シャットダウン]をクリッ 
" クして電源を切る 

電源の切りかた 『dynabook ガイド1章巧-の電源を切る』 


目 


電源スイッチを押し、すぐに回キーを数回押して、己 IOS セットアッ 
プを起動する 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
おされます。パスワードを入力して臣万巧のキーを巧してください。 


白 

i 

1 


「 Advanced 」 メニューで力ーソルを nntel ( R ) AT 」 に合わせ、 「 enter I 
キーを押す 

ヴブメニューで力ーソルを 「 Disabled 」 に合わせ、面/ r 历 ] キーを押す 


圧!旬キーを押す 

確認のメッセージび表示されます。 

[ Z ] キーを押す 

設定内容び有効になり、 BIOS セツトアップび終了します。 
パソコンび再起動します。 
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■ パソコンの動作がおかしいときは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

rdynabook . com 」 で情報を調べるち法なども紹介していまず。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q&A 集 . 
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11 トラブル巧解消ずるまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラスレについて、解決方法を見つけていきましよう。 


トラブルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラスレは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成とトラブル対処法を紹介します。 


■パ ソコンを 構成する3 つの 部分 




ソ 


□ 

ン 

の 



富 



い 

と 

さ 

は 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ I 」ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフトウェ 
アの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とちいい、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows 8です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーびないと、周辺機 
器は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー 
などびあります。基本的なドライバーはシステムび標準装備していますび、周辺機器製品に 
専巧のドライバーび付属している場合ちあります。 

•八ードウェアとは 

バッテリー、 AC アダプター、ディスプレイ、キーボード、 SSD 、 CPU などの、パソコン本体 
や接続する機器を指します。 

パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
b ない場合ち多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステムの S )、 ドライバ ー- ►八ードウエア（パソコン本体）の順にチェックします。 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


トラブル巧処ミ去 


トラブルび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、『取扱説明書』などにち Q & A び記載されているので、あわせて読んでください。 



本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 LU 外のマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


東芝 PC 総合情報サイト 「 dynabook . com 」 へ接続すると、各種サポート情報か 
日解み方法を探すことびでさます。 

rdynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくある質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライバーや修正モジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などを 
ご覧になれます。 

サポート窓口や修理についてち案内しています。 

dynabook.com の詳細について 『まち PC ヴポートのご 案内』 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されている 0 S やアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録已お 
問い合わせ先』で確認してください。 
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パソ n ンの動作がおかしいとさは 











Q&A 



ここに掲載している Q & A 集のほかに、『取扱説明書』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『取扱説明書』ち参照してください。 


1 


3 


4 


画面/表术 . 


Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 147 

Q テレビまたはか部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをス IJ ープや休止状態か5復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何ち表示されない . 147 

Q テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとさに、 

画面び表示されな < なった . 147 

Q 画面び薄暗く、よく見えない . 147 

Q 画面表示び回転してしまった . 148 

Q ポインターび輪の形をしている間にキーを巧してを反応がない . 149 

Q キーボードか5夕字を入力しているとさに力ーソルびとんでしまラ . 149 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 149 

Q ク IJ ックしてち反応びない . 149 

Q 夕‘ブルク U ックびラま<いかないので、速度を変更したい . 1已〇 

Q ポインターの速度を調節したい . 1已〇 

Q レーザーマウスの反応びおかしい . 1已〇 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 1已1 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい . 1己1 
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パソ n ンの動作がおかしいとさは 



































且 Q&A 集 


1 


画が/表术 




しば6くが置した6、画面が真っ暗になった 


省電力機能が働いた可能性びあります。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧さないで<ださい。 

I SH / F の キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後 
かかることびあります。 


テレビまたはか部ディスプレイを接続した巧態で、 
Q パソコンをスリ ー プや化止げ態か6復帰したとま、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない 


0 ►テレビまたはが部ディスプレイに、画面表示び切り替わつている可能性びあり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面び表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「 4 章0■回表示を切り替える」 


テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとまに、 
画面び表示されなくなつた 


©►が部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに指定して拡張表示の設定をし 
た場合、ス U —プや休止状態のとさに外部ディスプレイを取りはずすと、ス U —プや 
休止状態か5復帰したとさに画面び表示されなし^ことがあります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、ス U —プや休止状態のとさに行わな 
いでください。 


画面び薄おく、よく見えない 


+臣ろキーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）を明るくしてくださ 

いり。 

@ + @キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイは暗くなります。 

* ] この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 
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パソ n ンの動作がおかしいとさは 
















且 Q&A 集 


本体液晶ディスプレイの輝度びほく設定されている可能性びあります。 

「電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳しくは、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

なの手順で設定を変更してください。 t 1 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプ U メニュ ー] アイコン （四） をダブルク U ックする 
r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□-ルパネル]をク U ックする 

④ [も システムとセキュ U ティ]一 [ぶ 電源オプション]をク U ックする 
⑥利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑦ [変更の保を]ボタンをク U ックする 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 


画面表おび回面してしまつた 


@►パソコン本体を傾けて調節してください。 

なの手順で元に戻すことびでさます。 

① パソコン本体を持ち上げて、表示したい方向に傾ける 

② そのまま向きを固定したい場合は、才 U エンテーシヨン□ックボタンを巧し、画面 
回転を□ックする 

「2章0■巧]画面の向さを設定ずる」 


0►タッチパッドを3本指で1回タッチしてください。 

タッチ)い ドを3本指で]回タッチすると、画面び18ぴ回転します。 
「1章□- BD - B 画面を回転する」 


画面の設定が変更されている可能性があります。 

なの手順で元に戻すことびでさます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、ちク I 」ックする 

③ 表示されたメニューか日[画面の解像度]をク U ックする 

④ [向き]で表示したい方向を選択する 
⑥のロボタンをク U ックする 

⑥[変更を維持する]ボタンをク U ックする 
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2 


—术—卜 




ポインターび輪のおをしている聞にキーを巧してち反応びない 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形 （こ)） をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか日操作してください。 


ボードか6文をを入力しているとをにカーソルびとんでしま 


0 ►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに軸れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことびあります。 

+圧到キーを巧してタッチパッドを無効に切り替えてください。 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体びこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、電源コードと AC ア 
ダプターを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 


3 


ツチパツド/マウス 


マウスは、別売りでず。 


ックしてち反応がない 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインターび輪の形 （〔)） をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってか日操作してください。 


マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 


タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

丙 W + I 巧悼一を巧してタッチパッドを有効に切り替えてください。 
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ダブルクリックびラま<いかないので、速度を巧ちしたい 


次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプ U メニュー]アイコン （回） をダブルク U ックする 
r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□-ルパネル]をク U ックする 

④ [づ cf 八-ドウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

⑥[ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 
⑥のロボタンをク U ックする 




ポインターの速度を調節したい 


次の手順でポインターの速度を変更してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプ U メニュ ー] アイコン （回） をダブルク U ックする 
r 東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□-ルパネル]をク U ックする 

④ [づ八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

⑥[ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーパ'-を左ちにドラッグする 
⑥のロボタンをク U ックする 




レーザーマウスの反応びおかしい 


光の反射び正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。巧のような場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 


©►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 
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化学式マウスの反応びおかしい 


©► 光の反射び正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。巧のような場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使巧を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 

©►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 


4 


その他 




パソコンの近< にあるテレビやラジオの調子がおかしい 


次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに巧するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオか日離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使ラ 

• 受信機に屋外アンテナを使ラ 

•平行フイーダを同軸ケースレに変える 
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パ動作がおかしいとさは 













■巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 1已4 

2記録メディアについて . 162 

3お客様登録の手続き . 164 

4さインターフエースの仕様 . 1巨已 

已技術基準適合について . 167 

巨 Windows 8 BIOS について . 170 











1 I ごほ用におたつてのお願い 


本書で説明している機能のご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。巧のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■ rpc 弓鹏ナビ J について 

I 前のパソコンの動作居境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 


I 操作に友たつて 


•「 PC 引越ナビ」のヘルプで、を意制限事項を確認してください。 

•「 PC 引越ナビ」をご利用の際は、前のパソコンおよび新しいパソコンで、電源コードと AC 
アダプターを接続した状態で、ご利用ください。 

また、 「 PC 引越ナビ」の実行中は、ス U - プまたは休止状態にしないでください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割する場合、分割するこん包ファイルの大 
きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大2,147,483,647 
ファイルです。 


B * こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささ！;(上の空さ容量び、保を先の装置に必要です。 

^9パソコン本な:について 


I タッチパッドの操作にあたつて _ 

•タッチパッドを強<押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使ったりしないで<ださ 
し、。タッチパッドび故障するおそれびあります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm FTOSHIBA Active Display OffJ について 

•次の場合は、人の顔を正しく検出できずに、本機能び正しく動作しないことびあります。 

• 暗し''場合 

- Web カメラに巧して逆光の場合 
-マスクやサングラスなどを身に着けている場合 
•着衣や背景などび影響している場合 など 

• Web カメラの撮影範囲内に、人の顔と間違えて検出されるちのびある場合は、本機能び正し 
く動作しないことびあります。この場合は 、 [TOSHIBA Active Display Off ] 画面で撮影 
範囲を確認し、人の顔として検出される可能性のあるものを撮影範囲か日取り除いてください。 

• Web カメラを使用するほかのアプ U ケーシヨンを使用している場合は、本機能び正しく動作 
しない場合びあります。 

•外部ディスプレイを接続している場合は、本機能は動作しません。 

• フォトグラフィーモード、タブレツトモード時は、本機能は動作しません。 

• 市販の Web カメラなどの接続機器やソフトウエアなど、当社び関与しない組み合わせによ 
る不具合、その結果生じた不便または損書、本機能の使用から生じる付随的な損害（記憶内 
容の変化•消失、事業利益の損失、事業の中断など）に関して当社はいっさいの責任を負い 
かねますので、ご了承ください。 


ES Web カメラについて 

I Web カメラをほ用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く巧したりしないでください。画質びほ下する原因 
となります。 

レンズ部分びミちれた場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でふいてください。 









D ご使用にあたってのお願い 


gassD に 3 いて 


I 操作にあたつて _ 

•パソコンを激しく揺日したり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 

• SSD へのアクセス中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。 SSD び故障したり、 
データび消失するおそれびあります。 

• SSD に保をしているデータや重要な文書などは、万び一故障び起こったり、変化/消失し 
た場合に備えて、定期的に USB フラッシュメモ U などに保をしておいてくださし、記憶内 
容の変化/消失など、 SSD、US 日フラッシュメモ U などに保存した内容の損喜については、 
当社はいっさいその責任を負いませんので、あらかじめご了をください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。 


無線 LAN について 

I 無線 LAN を使用するにあたって _ 

•無線 LAN の無線アンテナは、障書物び少なく見通しのさく場所で最ち良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障書物でディスプレイを覆わ 
ないよラにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとの間を金属板などで遮へいしたり、無線ア 
ンテナの周囲を金属製のケースなどで覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書』を 
確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる国/地域については、 「dynabook.com」 を確認してくだ 
さい。 

I 巧線 LAN の操作にあたって _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉 
し合い、通信を度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場 
合は、今お使いの团 uetooth、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 












D ご使用にあたってのお願い 


B 周巧機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、巧のことを守ってください。守日なかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していなし個辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってか日作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ほこりびかなく、直射日光のあた b ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ LU 外は、ゆるめたり、取りはずした 
りしないでくださし、。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受け日れません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I へツドセツトやへツドホンの操作にあたつて _ 

•次のよラな場合にはへッドセットやへッドホンを装着しないでください。雑音び発生する場 
合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
. へッ ド セッ トやへ ッ ドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 US 日対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （OS) び対応しており、機器用ドライバーびイン 
スI-ールされている必要びあります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての US 日対応機器の 
動作は保証でさません。 

• USB 対応機器を接続したままス U —プまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 










D ご使用にあたってのお願い 


□ USB 接続のか部ディスプレイをほ用するにあたって 

• US 日接続の外部ディスプレイを接続した場合、著作権保護機能に対応していないドライバー 
びインストールされることにより、一部の動画再生アプ U ケーシヨンなどび動作しなくなる 
ことびあります。 

これらのアプ U ケーシヨンを使用される場合は、 USB 接続の外部ディスプレイの接続やド 
ライバーのインストールを行わないよラにお願いします。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 US 日対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモ U や USB 接続の八ードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれびあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 

□ USB の常時給電について 

•本機能を r 東芝システムセッティング」で有効にした際、アイコンび付いている USB コ 
ネクタに接続している USB 周辺機器び正しく動作しない場合びあります。この場合、ほか 
の US 日コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で無効にしてくだ 
さい。 

•本機能を利巧しての充罰ホ、専用充電器で充電する場合と比較して、よりをくの充電時間び 
必要になることびあります。 

• 常時給電を有効にしている場合は、電源 OFF の状態でちバッテ U —び消費されます。 

バッテ U —駆動時間や休止状態の保持時間び短くなるので、電源コードと AC アダプターを 
接続して使巧することをおすすめします。 

• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を入れると、 USB 対応機器び正常に認識され 
なし觸合びあります。この場合は、一度 US 日対応機器を取りはずしてか日再接続してくだ 
さい。 

• USB 対応機器の給電中にパソコン本体の電源を切ると、正常に充電でさない場合びありま 
す。この場合は、一度 USB 対応機器を取りはずしてか日再接続を試みてください。 

•パソコン本体の電源 ON/OFF と連動する USB バスパワー (DC 已V)連動機能を持つ外部 
機器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性 
確保のため USB バスパワー （DC 已V)の供給を停止させることびあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した US 日コネクタに接続する外部機 
器の使用電流全体の合計を 2. 1 AL ソ下にしてください。 

その後、パソコン本体の電源を ON/OFF することで復帰します。 

•本機能を r 東芝システムセッティング」で有効にした場合は、アイコンび付いている 
US 日コネクタでは rus 日 WakeUp 機能」び機能しません。 

この場合、ほかの US 日コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で 
無効にしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 US 日コネクタに接続しにが部機器によってバソコン本体をス U — プ状態から 
復帰させる機能です。本機能は、すべての US 日コネクタでち効です。 





D ご使用にあたってのお願い 


□ USB の高速巧電について 


■高速充電モードについて 

• [高を充電モー円で正しく充電できない場合は、本機能を「東芝システムセッティング」で[自 
動モード]に変更するか、無効にしてください。 

• 接続する USB 対応機器および USB ケースレび 2.0A 充電に対応していない場合は、睛速 
充電モー円には設定しないでください。 

この場合は、[自動モード]に設定してください。 


■システム ON CDP チヤージモードについて 

•本機能を r 東芝システムセッティング」で有効にした際、アイコンび付いている USB コ 
ネクタに接続している USB 周辺機器び正常に認識されない場合びあります。この場合、ほ 
かの US 日コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で無効に設定し 
てください。 


• システム ON CDP チャージモードで高速充電している場合は、バッテ U- 駆動時間び短く 
なるので、電源コードと AC アダプターを接続して使用することをおすすめします。 

•バッテ U- 残量び] 〇〇/□じ(下では、システム ON CDP チャージモードは機能しません。この 
場合は、通常の給電となります。 

本機能を使巧する場合は、バッテ U- を充電してか日パソコンを起動してください。使用中 
にバッテ U —残量び] 〇〇/□じ(下になった場合に、再び本機能を使用するには、バッテリーを 
充電後、パソコンの再起動び必要になります。 

•本機能を r 東芝システムセッティング」で有効にした場合は、アイコンび付いている 
USB コネクタでは ruSB WakeUP 機能」* 1 び機能しません。 

この場合、ほかの USB コネクタを使用するか、本機能を「東芝システムセッティング」で 
無効にしてください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 US 日コネクタに接続した外部機器によってバソコン本体をス U— プ状態か b 復 
帰させる機能です。本機能は、すべての USB コネクタで有効です。 
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D ご使用にあたってのお願い 


I テレビ/か部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したびって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証でさません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合びあります。 

•必ず、映像の再生アプ U ケーシヨンを起動する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

起動中は表示装置を切り替えないでください。 

•次のよラなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□ーン表示にしているときに映像を再生させると、画像びコマ落ちをすることびあります。 
この場合は表示解像度を下げるか、ク□ーン表示にしないで]つの表示装置に表示するか、 
拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに設定した場合、スリープ 
または休止巧態のとさにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。スリーフ 
または休止状態か日復帰したときにサインイン画面び表示されずに、操作びできなくなるこ 
とびあります。 

• HDMI 出力端テにテレビまたは外部ディスプレイを接続しているとさに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器び接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを巧さ差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
は音声の出力び切り替わることびあります。 

•テレビまたは外部ディスプレイに表示したとさに、画面の周りに黒い帯び表示され、画面び 
テレビまたは外部ディスプレイの中央にルさく表示されることびあります。 

B その場合は『テレビに付属の説明書』または『外部ディスプレイに付属の説明書』を参照して、 

テレビまたは外部ディスプレイびサポートしている画面モードに設定してください。適切な 
サイズと適切なアスぺクト比で表示されます。 


I 已 luetooth に二)し、て 

•本製品は、すべての团 uetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての团 uetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

• 本製品の日 luetooth 機能を使用できる国/地域については、 rdynabook . comj を確認して 
ください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


■I ■バツテリーについて 


I バッテリーをほ用するにあたって _ 

•パ'ッテ U —駆動で使用しているときは、バッテ U —の残量に十分を意してください。 

バッテ U —を使いきってしまラと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶 
されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U —を使いきってしまラと、時刻や 
日付に誤差び生じます。このよラな場合は、電源コードと AC アダプターを接続してバッテ 
U —と時計用バッテ U —を充電してください。 


I バッテリーを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U —パックの温度び極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U —は已〜3已での室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 」 について 
http://home'jeita'o 「 'jp/c 呂 i-bin/pa 呂 e/detail. 巳邑 i?n=] 2 ] &ca=l 4 


MM コンパスセンサーにごいて 


•地図ソフトウエアなどでコンパス機能を使巧する場合は、コンパスセンサーを補正するため 
に、電源 ON 状態で電源コードや AC アダプター、すべての周辺機器を取りはずし、本製品 
を水平に2,3回ゆっくり回してか日お使いください。 



コンパスセンサーは使用環境によって、方位を正確に検出でさない可能性びあります。 











2 I 記攝タディアについて 


記録メディアを使ラ前に、次の内容をよく読んでください。 


H [メディアカードをほうにあたつて 


C ■メディアカードの操作にあたって 

メディアカードへのアクセス中は、電源を切ったり、メディアカードを取り出したり、パソ 
コン本体を動かしたりしないでください。データやメディアカードび壊れるおそれびありま 
す。 


• メディアカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセットされていない 
場合、パソコンの動作び不安定になったり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 
•スリープ中は、メディアカードを取り出さないでください。データび消失するおそれびあり 
9 〇 



•メディアカードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるお 
それびあります。 

• メディアカードを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください 。デー 
夕び消失したり、メディアカードび壊れるおそれびあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ずブ U ッジメディアス□ットからメディアカードを取り 
出してください。ブ U ッジメディアス□ットやメディアカードび破損するおそれびあります。 

メディアカードのフオーマツトについて 


•再フォーマットする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤーなど）で行ってください。 

Windows 上 （[コン ピューター]画面）でメディアカードの フォー マットを行わないでくだ 
さい。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使巧でさなくなる場合びあ 
ります。 

•再フォーマットを行ラと、そのメディアカードに保をされていた情報はすべて消去されます。 
一度使用したメディアカードを再フォーマツトする場合はミ主意してください。 
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0 記録メディアについて 


匪邏ミロメモリカードを使う前に 

• ブ U ッジメディアス□ットに min 旧 D メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力一 
ドサイズの min 旧 D メモ U カード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセットするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U 力ード用のアダプターは使巧できません。 

• ブ U ッジメディアス□ットか日 min 旧 D メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはず 
すときは、必ず min 旧 D メモリカードまたは microSD メモリカード用のアダプターに装着 
したままの状態で行ってください。 

•すべての SD メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、すべての SD メモ U 
カードの動作保証はでさません。 

• SD メモ U 力ードは、 SDMI の取りみめに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 

• 著作権保護技術 CPRM を使用するには、著作権保護技術 CPRM に対応しているアプリケー 
シヨンび必要です。 

•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U 力ードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱ラことびでさます。メモ U の一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
さるメモI」容量は表示の容量よりかなくなっています。 


■■マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア （CD、DVD、USB フラッシュメモ U、 メディアカードなど）を廃棄-譲ミ度する 
際には、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーち販売されています。 











3 I おさな登録の手続を 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用ち（ユーヴー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴー登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 


まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしてお0ます。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、巧のアドレス rRooml 048 ( TID ) 会員サイトについて」をご覧ください。 
https :// toshibaclirect . jp / supportguide / about _ sight.aspx 

n [まミお客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンか日 TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続している間 
の通信料金やプ□ノ（イダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

於？ メモ 

• インス!-―ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面び 
表示される場合びありまず。インターネット接続を許可ずる項目を選択し、操作を進めてください。 



スタート画面の[デスクトップ]をクリックする 

デスクトップ画面び表示されます。 

[東芝お客様登録]アイコン (感 ) をダブルクリックする 

「Internet Explorer 」 び起動し、登録用のホームページび表示されます。 
じ(降は、画面の指示に従って操作してください。 


庐 t メモ 

• インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスずることちでをまず。 
登録用ホームぺージ： http://toshibadirect.jp/room 1048/ 

商品の追加登録ち、登録用のホームページから行えます。 

















4 I るインタ—フエ—スの tt 樣 


■■ HDMI 出力端子 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TMDS Data 2 十 

TMDS データ に +) 

□ 

2 

TMDS Data 2 Shield 

TMDS データ （2) シールド 


3 

TMDS Data 2- 

TMDS データ（2-) 

□ 

4 

TMDS Data ] 十 

TMDS データ （1 +) 

□ 

5 

TMDS Data ] Shield 

TMDS データ （1) シールド 


6 

TMDS Datal - 

TMDS データ （1-) 

□ 

7 

TMDS Data 日十 

TMDS データ （0+) 

□ 

8 

TMDS Data 日 Shield 

TMDS データの）シールド 


吕 

TMDS Data 日- 

TMDS データ（0-) 

□ 

10 

TMDS Clock 十 

TMDS ク□ツク（十） 

□ 

11 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ツクシールド 


12 

TMDS Clock - 

TMDS ク□ツク（一） 

□ 

13 

Reserved 

予約 


14 

Reserved 

予約 


15 

SCL 

SCL データク□ツク信号 

□ 

16 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

17 

DDC/CEC Ground 

DDC / CEC 信号グランド 


18 

十 曰 V Power 

電源 


19 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

コネクタ図 


1 

白 1 

1--> 





信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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El 各インターフエースの仕様 

^9 USB 3.0 インターフエース 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
































5 I 巧術甚準適をについて 


I 電波障害自を規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障 
害を引き起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI-B 


「 Q バソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい」について 「7 章 □-m その他」 


I FFCC informationj について 


FCC notice "Declaration of Comormity Information" 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 


against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and,il not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee 


that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determinea by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 



• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 


• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
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o 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compUant peripherals or p だ riph だド als not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the computer’s Universal Serial Bus (USB 3.0) ports, 
HDMI out port and Headphone!Microphone combo jack. Changes or modipcations made to this 
equipment ， not expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void 
the user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

IeU Declaration of Conformity について 

■ EU Declaration of Conformity について 



This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, 
Germany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA’S 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 






o 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the C じ Mark in accordance with the related じ uropean Directives, 
notably RoHS Directive 2011/65/EU and Electromagnetic Compatibility Directive 2004/108/ 
EC for the notebook and the electronic accessories including the supplied power adapter, the 
Radio Equipment and Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case 
of implemented telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006/95/EC for 
the supplied power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 
2009/125/EC (ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC (Electromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments". TOSHIBA 
do not approve the use of this product in working environments other than the above mentioned 
"Residential, commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in 打 o 打 - approved working environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all 打 o 打 - approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 





6 I Windows 8 B の S について 


I OpenSSL に O し、て 


LICENSE ISSUES 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of the OpenSSL License 
and the original SSLeay license apply to the toolkit. See below for the actual license texts. 
Actually both licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of any license issues related 
to OpenSSL please contact openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 

Copyright (c)1998-2011 The OpenSSL Project. All rights reserved. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, tnis list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the Ope 打 SSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit. (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "Ope 打 SSL Project" must not be used to endorse or 
promote products derived from this software without prior written permission. For written 
permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "Ope 打 SSL" nor may "OpenSSL" 
appear in their names without prior written permission of the Ope 打 SSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the Ope 打 SSL Project for use in the Ope 打 SSL 
Toolkit (http://www.openssl.org/)" 






O Windows 8 BIOS について 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). This 
product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)- 

Ohginal SSLeay License 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights reserved. 


This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions 
are aheared to. The following conditions apply to all code found in this distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL documentation included with 
this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson 
(tjh @ cryptsoft .com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be 
removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the 
parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 





O Windows 8 BIOS について 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgement : 

"This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 
The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being used are not 
cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an acknowledgement : 

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 


LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 



CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code 
cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution 
licence [including the GNU Public Licence.] 
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